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熟
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融
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述
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狀
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す
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頭
金
融
業 

.者
の
^
中
^
移
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。(carpenter, 

op. 

cit. 

pp. 

1541

こ

旣
R
言
及
す
る
處
が
あ
っ
た
が
、
ダ
ダ
ラ
ス
k
從
へ
ば
.信
用
は
：公
有
的
生
産
物
で
あ
{
、，一
 

定
條
件
の
下
^
於
け
る 

潜
在
的
能
力
の
見
*
り
で
あ
る
。
.

(
E
c
o
n
o
m
i
c

 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
r
p
.

 

1
2
0
0

而
し
て
共
同
社
食
の
信
用
力
は
、
典
同
出
會 

k
ょ
.っv

f
l

せ
ら
れ
共
同
社
卺
屬
す
る
も
の
で
あ
っ
'

H
、

斯
く
し
て
始
め
て
眞
の
鏡
民
主
制
は
行
は
れ
る
の 

で
ぁ
る
.0
又

生

廳

S

S

8

が
創
造
せ
る
も
の
で

管

、

信
用
は
其
の
生
儘
ヵ
£

 s

て
’生
ず
る
も
の
で 

あ
る
力
ら
、
共
同
&
會Q

1

部
の
も
の
が
生
產
の
源
爱
る
べ
含
I

主
張
す
る
$」

も

出

來

な

け

れ

ば

、

同

樣
 

k
信
^
の
保
揭
者
た
る
べ
S
こ
ど
?:
主

張

す

る

乙

ど

も

出

來

な

い

の

で

あ

る

。
此

の

點

R
於
て
ダ
グ
ラ
ス
は
マ
.ル
ク 

ス
主
義
を
紙4

す
る
。蓋
し
勞
働
：̂
富e

唯

一
e

源
泉
で
あ
るV」

主
張
す
る
は
不
合
理
で
あ
f

做
す
が
故
で
あ
る
。
 

即
ち
冒
は
祉
會
の
巨
大
な
る
協
同
的
努
カ
の
生
產
物
で
あ
气
其
の
大
部
分
は
過
去
の
時
代
の
努
力
で
あ
っ
て
而 

も
,

k
於
て
爾
成
¥

生
ず
る
も
の
で
あ
る
ど
說
く
。
故
に
富
の
.生
產
者V」
は
複
合
物
た
る
生
產
機
關
s

f

な
.

i
。

一

部
分
は
.實

際

の

機

械

よ

ぅ

成

6
、
大

部

分

ば

傳

統

標

準

化
3
れ
た
方
法
科
學
的
行
程
の
.知
識
其
の
他
之
に 

類
す
る
も

の
等
よ
6
成
る
。
其
の
主
た
る
創
造
者
は
旣
k
死
し
葬
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
今
日
生
產
せ
ら
れ
る
富
の
大
部 

分
は
其
等
の
人
々
の
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
生
存
し
て
ゐ
る
人
々
の
筋
亂
又
は
頭
濺
勞
働
に
よ
6
得
た
も
の
で 

は

な

レ

勿

^

^
肉
及
び
ぼ
服
勞
傲
ば
此
の
生
產
機
關
を
運
用
す
る
^
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
<£ 

同
じ
く
燃
料
や
機
械
汕
も
必
要
で
あ
る
。
故
^
富
.の
創
造
者
ど
し
て
は
勞
働
よ
ム
も
否
炭
や
石
汕
を
擧
ぐ
る
.を
楚
ど 

す

る

。
而

し

.て
機
械
が
0
働
的
^
運
轉
し
て
製
造
品
を
製
出
す
る
時
^
は
、
勢
働
者
は
單
に
之
の
证
話
を
す
る
の
み 

で
あ
っ
て
彼
は
附
隨
物
た
る
^
過
ぎ
な
い
。
か
か
る
勞
働
に
對
し
て
正
當
^
又
充
分
^
支
拂
は
れ
た
後
^
於
て
も
、
 

wfn
j
生
產
物
の
大
葙
分
は
殘
っ
て
之
が
働
く
者
^
も
働
か
ぬ
者
に
も
等
し
く
社
會
剛
當
ど
な
る
の
'で
あ
る
。
而
し
て
如 

何
な
る
時
代
も
皆
此
の
'甯
を
生
產
す
る
方
法
を
極
め
て
容
易
な
條
件
で
知
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
手
段
方
法
は
II
: 

會
的
世
襲
則
產VJ

做
^
れ
、
何
人
ど
雖
も
其
の
成
果
の
分
け
前
を
得
る
資
格
有
6
ど
做
し
得
る
の
で
あ
る
。
約
言
す 

れ
ば
今
日
大
聚
は
.、

勞
働
者
し
て
彼
等
の
勞
働
の
生
產
物
を
盗
ま
れ
て
居
る
の
で
は
無
く
、
市
民
く
し
て
彼
等
の 

社
會
的
世
襲
诩
產
を
盜
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
て
.ダ
グ
ラ
ス
は
、
勞
働
者
k
生
産
物
の
正
常
な
分
け
前
を
ど
 々

;1
し
て
や
る
こ
^
.を
試
み
て
も
無
益
で
あ
る
ど
す
る
。
何
故
な
ら
ば
其
の
分
け
前
は
備
少
な
も
の
f
^
る
の
み
な
ら 

ず

、
殆
ざ
確
定
す
る
•こ

VJ

が
出
來
f

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
其
0-
代
6
に
全
共
同
社
會
が
富
を
創
.造
し
た
の
で 

あ
る
か
ら
、
其
の
富
の
收
益
は
全
共
同
社
會
が
受
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
此
れ
が
爲
め
k
は
社
食
配
當
を
疋
常
次 

入
形
態
ゼ
な
す
..ベ
^
で
^
る
。

M
し
て
此
の
逾
當
k
分
配
^
れ
た
社
#g.

當
は
實
R
、
各
市
民
を
經
濟
上
獨
立
せ
し 

め
實
際
に
待
由
な
ら
し
ひ
各
本
の
で
あ
る
ど
說
ぐ
。
_

ダ
ダ
ラ
ス
の
信
用
制
度
改
革
案
ば
以
上
の
理
論
を
實
現
せ

笫
：ニ
十
四

.卷
，

C

六
九
.〕

グ
ダ
ラ
ス
に
對
ナ
る
若
干
の
批
判

. 

第
一
號

.

六
h
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七
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ダ
グ
ラ
ス
：に
對
す
る
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の
批
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0

ん
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I

外
！

なS

の
で
ぁ
る
I

I

 

f
 
0
, 

?

 

i

 ;  

E
le

 D
e

i!  

I

F

especl,aliy 
c
h
. 

V
.
;

 

C
r
e
d
i
t
-
P
o
w
e
r

 a
n
d

 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

 

l
i
m
,

 

especially, 

chs. 

J
x
.
x

し

ニ

.

.
前
節
s

ベ
s

論
ヶ
礎
ピ
し
て
、
ダ
グ
ラ
ス
S

用
制
度
改
葉
ば
次
の
四
手
段
I

示
す
る
。
 

r
〕

#

^
の
統
©
及
び
產
業
政
策
の
統
制
を
共
同
社
會
の
手
中

置̂

く

己

ど

。

(

第
二)

债
格
を
制
規
し
て
物
價
ど
贊
力
の
分
配
f

適
確
S

衡
.の
A

る
T

¥

る
I

。

.

(

望

)

一
5

福
f

1
致
す

る

T

S

沉
I

s
、

雪
者
の
產
業
統
？

關

す

I

f
樹

立

す

る

(

第
四)

賃

顏

給

は

寧

ろ

s

i

s
拿

f

 

s

て
公
有
e

l

?
分
配
す
る
こ
ど
。

故
S

か
る
新
遲
へ
の
推
移
を
完
全
f

し
ひ
る
爲
め
に
は
信
用
の
公
有
化(

8

B

3

U

I

I
 

o
f 

0

1
 

價
の
破
窀(fbdng 

of prices〕

の
ニ
段
階
を
先
づ
必
要
ど
す
る
譯
け
で
あ
る
。

第

1

S
用
の
公
有
化
を
見
ょ
ぅ
。
ダ
グ
ラ
ス
S

S

信
用
の
公
有
化
は
組
織
勞
働
者
の

新

形

式

の

直

接

f
 

k
ょ
っ
て
i

せ
ら
れ
る
？

あ
る
。
即
i

l

S

カ

晶

織

f

、
無
駄
多
く
且
結
局
効
果
？

同
盟
罷H

 

を
行
っ
て
■

せ
ず
'

奮

者

S

雙

れ

て

f

該
產
業
の
金
融
統
制
を
行
っ
て
f

利

用

す

る

の

で

あ

る

。
 

此
の
提
案
は
次
の
a
論
に
®
く
。
物
資
上
の
信
用(Real 

c

l)

の
根

本

的

雲

は

蜃

統

制

で
あ

る

。

？

組
魏 

の
蒙
I

勞
働
組
合
.は
、

其
の

産
業
の

勞
働
力
の
統
制
を
行
ひ
努
働

カ

を

擔

保

？

し
て

金

職

上

0

1
?

|

ー
 

C

I)—

信
用
貨
幣
を
指
す
丨

を

授
與
し
得
る
乙

ビ

、

恰

も

今
日
資
本
家
が
工
場
道
具
等
I

業

の

有

形

財

產

ジ
Jr
>
e
依̂
6
ヵ
ヵ
る
#
用
を
容
！1勿
^
授
與
し
得
る
か
如
し
ど
な
す
も
の
是
で
あ
る
0 

(carpenter, 

o
p
，

c
i
r

pp.

2
I
0
-
2
0
0

改
辨
案
^
據
れ
ば
努
儆
組
合
の
物
資
上
の
信
用
を
金
融
上
の
信
州
^
改
む
る
爲
め
^
設
け
ら
る
る
機
關
は
生
產 

者
鈒
行
で
あ
る
。
此
の
鈒
行
の
組
織
方
法
、
並
び
に
產
業
上
：の
統
制
ど
現
在
の
所
有
者
の
手
か
ら
組
合
や
共
同
祉
#
 

^
漱
次
^

^
和
的
^
移
す
方
法
^
就
て
は
、
該
改
革
案
を
轉
載
し
て
之
^
當
て
ょ
ぅ
。

C
1
)

改
革
案
を
有
効
^
運
用
す
る
爲
め
^
各
地
の
炭
礦
區
は
之
を
自
治
統
瞎
體
ど
す
る
。

(

ニ〕

各
礦
«
^
は 

M
.

 

F. 

G. 

B. 

(Miners) 

Federation 

o
f 

Great 

Brit,ain)

の
構
成
す
る
銀
行
の
支
店
を
置 

く
。
.是
即
ち
生
產
者
銀
行
で
あ
る
。
政
府
は
、
此
の
銀
行
が
炭
礦
業
の
必
須
要
素
で
あ
づ
て
、
富
を
生
産
し
且 

.
共
，の
信
用
?:
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
t
ど
を
認
め
、
手
形
交
換
所
加
盟
を
確
保
す
る
。■

(

三)

該
鈒
行
の
株
主
た

る

も

の

は

、

炭
礦
業
に
從
業
す
る
全
員
で
あ
つ
て
.
«
褴
上
該
銀
行
:̂
取
引
を
有
す
る
も 

d

ど
す
る
？
株
主
は
株
主
總
會
R
於
て
各
自
一
個
の
投
票
權
?:
有
す
る
。

(

四)

.該
銀
行
は
配
當
を
行
は
な
い
。

'
. 

.

(

五)

旣
に
炭
礮
業
の
諸
財
產
及
び
設
備
^
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
資
本
は
或
る
.
一
定
の
報
酬——

例
べ
ば
六
分
の

-

-
?:
受
く
る
も
のVJ

す
る
0
而
し
て
此
の
資
本
は
總
て
の
新
資
本VJ

共
R
、
價
格
確
定

以

外

の

資
本
統
轄
に

伴
ふ
特
權
を
.行
使
す
る
。(

價
格
確
定
は
生
産VJ

は
全
く
懸
隔
し
た
も
の
で
あ
る
0
>減
價
は
價
格
騰
貴
ど
均
衡
を 

"W

ら
し
め
る
o

.
ォ
レ
ー
デ
及
び
ダ
グ
ラ
ス
は
此
の
提
案
を
次
の
如
く
說
く
。

「

資
本
'̂
或
る
ー
定
の
報
酬
が
支
拂
は
れ
る
の
は
之
が

第
二
十
叫
卷C

七一
〕

ダ
グ
ラ
ス
に
對
す
る
若
：十
の
批
判 

第
一
號 

七一
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第一號ヒー一

便
®
な
る
が
爲
め
で
あ
る
。
を
は
平
和
的
.解
決
^
.導
く
も
の
.で
あ
る
。
素
*有
害
な
の
.は
資
本
で
は
な
く
資
卞
主
義
で 

あ

る

rr
し
て
S
本
主
義
は
之
を
定
義
し
て
資
本
の
不
逾
當
な
使
用
ビ
云
ふ
^
ビ
が
出
來
る
o
即
ち
改
革
案
は
資
卞 

が
從
矿
行
使
'̂
,パ
ゆ
た
不
適
當
な
諸
#
徵
を
取
除
か
んVJ

す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
從
來
の
諸
特
權
ど
.は
、統

it
の

 ̂

狩
で
も
な
く

，

行
爲
か
ら
收
入
を
得
る
特
權
で
も
^

ぐ

、

そ
は
信
用
獨
占
及
び
物
價
確
定
權
獨
占
の
.特
1
で
あ
る.o 

改
蒋
案
は
す
べ
て
の
人
が
公
有
的
企
業
の
持
株
^
ょ
つ
て
配
當
を
受
け
る
時
代
を
期
待
す
る
も
の
^
外
な
ら
な
い
。」

(Credit-Power a
n
d

 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

 

P
P
'
174,5

, 

1
70\
-
7
0乍
併
此
の
永
久
に
資
本
^
或
る
一
定
の
報
酬
を
與
へ
る
提

案
は
後
述
す
る
如
く
デ
：L

ァ
ィ
丨
•
エ
ッ
チ
‘
コ
丨
ル
及
び
ギV

ド
主
義
者
に
ょ
ぅ
烈
し
く
非
雛
^
,れ
た
の
で
あ
る
。
 

(

六)

现
事
會
は
賃
鈒
俸
給
の
支
拂
を
悉
く
取
纏
め
て
生
產
者
銀
行
^
直
接
支
拂
ふ
。

ォ
レ

ー
デ
k
據
れ
ば
之
は
旣
に
他
の
產
業
k
於
て
.行
は
れ
た
處
で
あ
る

0例
へ

ば
レ
グ
ァ
I
 

•ブ
ラ
、ザ
ー
ス

食
肚
ま
、
 

北
部
英
蘭
の
'

H

場
内
の
地
方
銀
行
を
通
じ
て
、
..賃
S

び

篇

.を

一

括
し
て
支
#
.ふ
制
度
美
用
し
た
。
產

業

篇 

上
か
I

、
.擊

f

栗

で

f

 

S

S
間
S

U

る
。
即
ち
现
事
ゆ
ー
：定
.細
醑
の
賃
銀
俸
給
の
ゑ
«

R 

對
し
て一

牧
.の
小
切
手
を
振
出
す
。
而
し
て
之
ど
.同
金
额
が
生
.產
者
鈒
行
の
：.寧

管

f

、
鈒
行
は
其
の
成
員
に
各 

個
の
金
額
の
信
用
を
授
與
す
る
の
で
あ
る
.。

愛

康

も

8

な
$」

は
、
含
上
の
信
见
の
流
れ
が
常
化
生
馨
鈒 

行
を
通
じv

動
い
て
ゐ
る
t

で
ぁ
る
。

若
し
炭
礦
業
の
.質
銀
及
び
修
給
が
鈒
行
ぉ
通
じ
て
支
®
は
n

s

f

 

S
 

6

R

1週
五
F

s
磘
ビ
す
る
な
ら
ば
、.
如
何
な
る
鈒
行
で
も
か
が

る
#
意
先
が
其
の
向
由
ど
な
る
の
で
あ
る
か
ら
繁 

榮
す
？

5

疑
ひ
な
い
。
每
週
金
曜
S

善

與

f

鈒
行
岳
け
入
れ
る
人
は
、
縱
令
每
週
金
曜
日
以
外
の
日 

k
該

金

额

の

一

部

を

引

出

す

v

し

て
も
尙

相

當k
銀

行

業

務

を

營

む

こ
S

が

出

來

る

の

で

あ

る

.
。

然

る

^

生

產

者

鈒

行
は
現
金
を
少
し
も
冇
し
な
く
て
も
定
め
ら
れ
た
職
能
を
全
部
果
す
こ
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る
か
ら
、.
況
ん
や
通
常 

五
瓦
蹓
磅
も
の
金
融
上
の
信
用
の
流
れ
が
鈒
行
を
通
じ
て
動
い
て
ゐ
る
以
上
、
そ
の
金
融
上
の
信
ル
授
與
權
^
就
て 

云
々
す
る
者
は
あ
ら
ぅ
：

|
r

か
無
い
o
生
產
漭
鈒
行
の
權
能
は
普
通
の
鈒
行
の
ニ
前
ど
な
つ
て
ゐ
る
。
蓋
し
金
融
■上
の 

信
州
の
某
礎
即
ち
現
.金
を
有
す
る
ど
共
^
、
物
資
上
の
■信
州
の
®
礎
即
ち
、M
. F. 

G. 

R

が
要
求
夜
6
次
第
直
ち 

^
石
炭
を
產
出
す
る
能
カ
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。(ibid, 

pp. 

17719-〕

.

(

七〕

作
業
費
低
1'
の
場
合
は
、
低
下
額
の
二
分
の
一
は
國
民
信
用
勘
定
を
以
て
處
理
し
、
四
分
の
一
は
炭
吭
主 

:

k
、
他
の
四
分
の
.一
は
生
產
者
鈒
行
に
歸
す
る
。

.

(

八〕

4

1
者
«
行
業
務
開
始
以
後
^
於
け
る
一
切
の
資
金
は
炭
坑
主
及
び
生
產
者
銀
行
が
露
帶
し
て
出
資
す
る
。
 

.
兩
者
の
出
資
の
比
率
は
配
當
鑛
ど
賃
鈒
体
給
總
額
ど
の
割
合
K

a
く
。
か
か
る
資
金
供
給
k
よ
る
利
益
に
し 

て
生
產
者
銀
行
に
よ
つ
て
^
ら
れ
た
も
の
は
^
金
者
が
之
を
受
け
る
も
の
ど
す
る
0
0
|
3
^

pp. 

148-50.)

:

以
上
を
約
言
す
れ
ば
、
信
用
カ
を
移
す
^
當
つ
て
の
第
一
手
段
は
勞
働
組
合
鈒
行
の
組
織
で
あ
る
。
而
し
て
此
の 

鈒
行
.が
各
.代
表
し
て
ゐ
る
勞
傲
カ
に
甚
い
て
信
用
貨
幣
^
發
行
し
、
之
^
よ
つ
て
.漸
次
^
其
の
成
員
が
從
業
す
る
產 

業
の
.統
制
を
買
收
す
る
に
足
る
購
貢
カ
を
得
る
ヒ
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
第
.|

手
段
が
完
成
し
た
場
合
. 

に
は
、
勞
働
者
の
產
業
統
轄
.に
關
す
る
統
制
は
樹
立
3
れ
た
i 

V
J
k
な
る
。
蓋
し
或
る
產
業
內
の
生
產
者
鈒
行
は
必 

然
的
に
該
產
業
の
.管
琊
を
、
之
^

M
傭
さ
れ
て
ゐ
る
S

漭
の
手
中
化
置
く
か
ら
で
あ
る
。
之
は
鈒
行
自
f
•が
是
等 

の
勞
働
者
R
よ
つ
て
統
制
•せ
ち
る
る
以
上
常
然
?
 VJ.

で
あ
る
。
勿
論
資
本
家
階
級
の
受
任
者
は
依
然
ど
し
て
勢
力 

を
有
す
る
が
、そ
は
消
滅
す
'る
少
數
者
を
代
表
す
る
R
過
ぎ
な
い
。
愛
に
次
の
如
さ
反
對
が
爲
3
れ
得
る
。
即
ち
勞
働

第
二
十
S
 

(

七
：

1;〕

ダ
Vク
ラ
ス
に

對
す
る
.
零
の
.批
判 

' 

第

一

號

，.
▲



第
二
*
r

s
 (

七
四〕

ダ
グ
ラ
ス
に
對
す
る
若
干
の
批
判 

依
-へ

怎

ヒ

四

當

或

る

囊

力

ら

去

つ

た

後

货

て

も

依

管

し

'
生̂

馨

銀

行

の

產

繁

保

持

し

之

蕊

等

の

後

嗣

k
讓
 

す
る
こ
|

出
來
る
か
ら
、
康

_

の
_

2

2
實

醫

肅

I

f

れ
2

る

奮

艺

5

装

し

な
い
こ
£

l

s

f

 

sで
あ
る
。
乍
併
之
S

しv

 V
v

フ
ス
は
答
へ
る
、

「

之

は

反

對

論

で

は

な

い

。
.
可 

I

れ
ば
政
策
益
し
て
最
後
の
統
？

行
f

s

翁

で

あ

つy

勞
働
者
で
は
な
lr
か
ら
で
n

 (ibid, 

P. 

9
4
.
)

爱
S

て
、生
淹
者
鐵
行
の
5

S

つ
て
、
公
共
の
塵
政
策
統
制
、
及
び
賃
銀
俸
給
を
社
食
響
k

见 

ふ
る
M

s
改
苯
案
の
二
目
的
が
半
ば
遂
行
^
る
る
I

は
解
明
さ
れ
た
。「

f

 pp. 

124, 

12
5, 

169, 

174.; 

c
a
r
p
e
l
,

 op. 

d
t

 

pp. 

2
2
1
-
3
.
)

次
節
货
て
は
第
二
段
階
？

物
價
の
確
定
£

て
述
べ
ょ
ぅ
。

.

三

牙
價
の
ル
定
は
改
革
案
の
ニ
妈
徵
を
{元
全
な
ら
し
む
る
の
み
な
：
^
.ず
、
iD
L

k
ダ
グ
ラ
ス
が
、
淹
業
が
有
効
^
職

能
を
果
1

k
想
て
最
犬
の
m

f
 

?

 Y
做
す
も
S

ち
物
f

、
M
M
k
?

る

有

効

馨>」

の
不
均
衡
I

去
す
る
の
I

气

S

I

I

下
k

s

s
合
£

の
不
均
衡
I

f

 

5
の
で
あ
る
が
斯
の
f

方〗

 

を
採
る
^
際
.し
て
の
规
定
は
次
の
如
く
で
あ
る0 

.

•

^

C
I
、

政

油

は

添

#
何
这
或
は
半
期
#
、一
炭
坑
主
ょo

適
宜
に
記
載
し
且
疆
せ
ら
れ
た
生
產
费 

1

覺
表
を
提
出
せ
し
め
る
。
此
の
中
に
は
響
金
及
び
賞
與
を
含
む

の

で

あ

る

。
.

(

ニ)

此
の
^
定
^
れ
た
指
伎
に
取
さ
、
政
府
は
法
令
を
以
て
家
庭
用
石
炭
の
價
格
を
制
規
し
、
之
を
皤
定
虞
贾 

以
下
に
定
め
る
°

■
-

• 

: 

f

の
比
率
は
、
凡
ゅ
る
I

貨
物
i

g

l

霞

國

s

s
 : (

M
_
>
=
(

麻
») ： 

Q 露

)

.

s

t
vo
-

a

^

s

m

^
'o
-

c

o

^

f

K
!o
®

s

i

!

M

o

i

m

®

f

5 

,

n

 

V
靈

"
u

取」

P

3
 

X 

i
雲

3

圏

S

I
 

.
,

政
の
定
義
に
ょ
る
國
民
生
產
總
额
ど
は
> 
赏
際
爆
せ
ら
れ
た
財
貨
の
量
k
ょ
っ
て
計
ら
れ
る
も
.の
で
は
な
い
0

埘
ち
使
用
の
國
民
生
產
總
额v

j

は
現
實
財
、
資
本
財
、
生
產
的
ぐj

看
做
さ
れ
た
資
本
增
加
.額
及
び
繁
入
¥
'

_
i
の

諸
_
が
生
産
し
た
財
貨——

ょ
6
成
る
。
他
方
國
民
消
費
總
额
は
、
消
費
3
れ
た
現
實
財
、
資
本
減
少
額
及
び
輸
出
. 

额
i

成
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
英
國
k

於

て

は

、
斯

く

定

義

さ

れ

た

生

き

斯

ぐ

定

義

^
,
れ

た

消

管

の

割
合
は
、
 

大
體
四
ど一

で
あ
る
ビ
見
積
.ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
英
國
民
の
物
資
上
の
信
用
の
生
產
總
額
は
、
英
國
民
以

物
資
上 

の
信
用
の
消
费
總
額
の
約
四
倍
S

る
。

前

揭

の

公

式

に

從

へ

ば

英

國

民

消

費

總

額

は

英

國

民

生

產

總

額

：の

.一
部
分 

で
あ
る
が
、
此
の
兩
者
の
比
率
S

1

比
率
を
以
て
價
格
が
原
價
の
一
部
分
で
あ
る
場
合
^
は
、價
格(

此
の
場
合
ぱ 

家
庭
用
石
炭
の
價
格)

は
原
價
の
四
分
の
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な%

の
で
あ
る
バ
o
ssl
t
-
p
o
w
e
r 

a
n
d

 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

pp. 

1
9

2
-

6
0

;

(

四)

產
m
用
石
炭
は
原
價

^
傲
定
比
率
を
如
へ
た
價
格
を
以
て
使
用
者
^
賣
却
^
れ
る
。
.

(

五
}

輸
出
用
石
炭
の
價
格
は
每
日
世
界
市
場
を
參
看
し
且
ニ
般
の
利
益VJ

な
る
や
ぅ
k
定
め
る
。

：

.(

六〕

政
-烟
は
炭
坑
主
^
對
し
、
其
の
要
せ
る
原
價
總
額
ど
其
の
受
領
せ
る
賣
價
格
總
額
<£
の
：差
额
を
大
藏
将
證 

券
を
以
て
補
償
す
る
。
か
か
る
雲
は
現
在
の
如
く
國
民
信
用
勘
定
の
借
方
k
記
入
せ
ら
る
。(

長

p
p
.

名

—I.)' 

,

笫
二
十
四
卷(

七
五)

ダ
グ
ラ
ス
忆
對
す
る
若
干
の
批
刿 

第
一
號

七

五



第
二
十
.！
！卷
.

(

七
六〕

.
ダ
グ
ラ
巧
に
對
す
る
若
干
の
.批
判 

第
一
.號 

七
.六

ダ
グ
ー
フ
ス
.の
望
む
處
は
、
全
流
通
購
買
カ
を
常
に
物
價
^
等
し
ぐ
す
名
こ
ビ
、
即
ち
現
存
す
る
經
濟
財
を
全
部
購 

入
す
る
手
段
を
、
公
.共
に
確
*
に
所
有
せ
し
め
る
こ
S

R
存
す
る
.。

か

か

る

結

果

は

前

記

规

定

の

運

用

^

ょ
つ
て
現 

は
る
べ
き
も
の
で
あ
る4

、
該
规
定
に
據
れ
ば
、
流
通
購
貢
カ
の
全
額g

生
產
の
爲
：め
の
諸
支
拂
ょ
々
成
ぅ
、
を
は 

原
價
を
償
ふ
爲
め
企
業
家
に
授
與
さ
れ
る
信
用
み
形
式
を
:レ
る
.ビ
、
勤
勞
及
び
不
勞
株
主
に
對
し
て
授
與
さ
る
る
«

Jn
の
形
式
を
ど
る
.
ど
を
問
は
な
い
。
何

づ

れ

k
せ
ょ
^
は
現
存
す
る
消
费
財
及
，び
生
產
財
の
總
额
即
ち
共
同
社
#
の 

物
資
上
の
信
用
(£
直
接
關
係
し
て
ゐ
る
。
從
て
此
の
貨
幣
が
流
通
に
附
せ
ら
る
る
行
程
に
ょ
つ
て
之
^
相
當
す
る
量 

の
經
濟
財
I

資
本
財
及
び
完
成
生
產
物——

が
创
ぅ
出
3
れ
る
。
故
に
消
費
者
た
る
公
共
は
、
現
存
す
る
共
同
社 

會
.の
.生
產
物
の
全
部
を
：購
入
し
得
る
手
段
を
、
自
働
的
^
所
有
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
購
買
カ
は
生
產
に
關
し
て
の 

み
發
行
3
れ
、
.財
貨
の
貨
幣
に
對
す
る
關
係
は
常
に
同
一
で
あ
る
か
ら
、
'一
般
物
價
は
騰
貴
し
得
な
い
。
乍
併
若
し 

之
：̂
共
同
社
會
の
資
源
の
浪
费
及
び
费
消
?:
算
入
し
な
い
'時
^
は
、
購
貨
カ
は
漸
次
物
資
上
の
.信
用
を
凌
駕
す
る
乙
.

ビ
！：

i

f

，
通
貨
膨
脹
の
あ
ら
ゆ
る
弊
®
は
.亦
も
や
共
同
社
會
を
も
襲
..ふrJ 

V
J、R
:な
る
。
之
を
避
け
る
爲
め
に
改
革 

案
の
價
格
確
定
の
機
構
は
案
出
3
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
仑
は
最
終
財
貨
化
對
し
て
要
求
^
れ
る
價
格
を
利
用
し
て
、
 

共
同
社
會
の
消
耗
見
積
全
.額
ど
等
量
を
流
通
外
^
置
く
の
で
あ
る
。
價
格
確
定
R
用
ゐ
ら
れ
る
分
數
式
の
乗
数
は
此 

の 

0
的
を
實
现
せ
ん
ビ
す
る
手
段
で
あ
る
.
0
.

(

?

€
 per t

o
n
n
c
o
s
t

 per ton 

X^o
oo
t
r
^
u
e

o ^
r
tog
L

r

^
ĝi
a)

を
は
多 

少
琢
斷
的
の
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
或
る
完
成
財
の
消
费
R
、
共
同
社
會
の
全
消
費
額
の
：原
價
價
値
の 

一•
部
?:
課

す

る

手
 

段V」

し
て
用
：

Q

ら
れ
る
。
而
し
て
之
は
近
代
の
企
業
が
今
日
其
の
各
部
^
费
用
等
を
等
分
に
割
當
て
る
ビ
何
等
變

**̂B̂
iir<gaagaBimlggasaibgiMaaeaaibMBBaa!aaltMaaBgaBalgBBBB

BaaBBâ
!aaam&aBasaomaaaiaBî

BaimBgi8imiBgMmBBBm!î
agKgaawMggaM5alauMt5BagBagsaBBaa8BgmBagaBim

BaBaBsaBsggsaBBaM!a8HglggBj8BB!!!BM
n
!WBliBBgwHBWWJII

贸
力
が
流
通
に
附
せ
ら
る
る
方
法
は
さ
し
て
逋
大
な
も
の
で
は
な
い
。.
故
^
其
の
大
部
分
は
一
纒
め
^
關
系
產
笮
こ 

支
拂
は
れ
、
其
の
株
主
の
配
當
ど
し
て
分
配
^
れ
る
か
、
又
は
他
產
業
の
繼
承
權
所
有
者
達
に
支
拂
は
れ
彼
等
は
之 

を
配
當
ど
す
る
。
換
言
す
れ
ば
共
同
社
會
は
生
產
企
業
，家
が
財
貨
を
製
出
す
る
<£
同
時
に
該
企
業
家
^
、
生
產
さ
れ 

た
財
貨
の
原
價
k

s

sた
信
用
貨
幣
を
發
行
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
其
の
原
價
の
一
部
が
、
其
の
財
貨
^
附
亡
ら
れ 

ナ
伢
格
k
よ
っ
て
囘
收
3
れ
た
場
合
は
此
の
限
ぅ
で
な
い
。(ibid, pp. 

1
0
6
, 

167, 

189.2
0
1
, an

d passim.)
次
k
梢 

摘
す
べ
き
こ
ど
は
特
別
^
輸
出
價
格
に
關
す
る
規
定
が
あ
る
の
で
、
改
革
案
を
國
內
及
び
外
國
贸
易
に
重
要
な
產
業 

R
適
用
し
得
る
こ
ど
で
あ
る
。
而
し
て
產
業
用
の
石
炭
^
價
格
確
定
の
制
規
を
適
用
し
な
い
乙
ど
は
、
改
革
案
り
一 

般
的
翁
圖V

J
1

致
す
る
。
改
革
案
の
一
般
的
意
圖
ど
は
、
共
同
社
會
の
通
貨
が
圣
國
民
消
費
總
額
を
補
ふ
爲
め
k
發 

行
^
れ
る
k
至
る
唯
一
の
®
ど
し
て
、
最
終
生
産
物
の
消
费
?:
以
て
價
格
を
確
定
せ
ん
ど
す
る
こ
ど
で
あ
る
。

,
,改
革
案
の
第
三
第
四
の
方
策
た
る
，、
物
價
の
確
定
に

■よ
っ
て
產
業
政
策
に
關
す
る
公
共
の
統
制
を
樹
立
す
る
,

J
V
」
、 

及
び
'國
民
配
當
：制
度
を
完
成
す
る
方
法
が
未
だ
解
明
さ
れ
，て
ゐ
な
い
。
產
業
の
公
共
統
制
の
形
態
は
第
I 

k、
價
格 

を
#
定
す
る
力
は
事
業
方
針
の
重
要
なI

要
素
で
あ
る
。
之

を

確

實
.̂
公
共
の
下
^
齎
し
て
、
始
め
.て
共
同
哑
#
は 

.

經
濟
生
活
の
有
效
な
統
制
を
主
.張
す
る
^
:̂

が
出
來
る
の
で
あ
.る
。
.第
ニ
^
、.國

民

信

用

勘

定

か

ら

振

出

/'
2
手 

形
を
韵
容
し
又
は
之
を
制
限
す
る
力
は
、
全
く
共
同
社
會
の
.
M*
が
有
す
る
處
で
あ
4
、
又
共
.同
社
會
が
以
て
疋
益 

なO

 VJ

し
て
把
示
し
た
*
業
政
策
を
奉
ぜ
ざ
る
場
合
之
^
對
す
る
制
裁
€
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
。
蓋
し
如
何
な
る
產
業 

e
雖
も
、
其
の
生
產
物
の
部
分
的
價
格
を
定
め
ら
れ
、
同
時
^
企
業
家
が
其
の
原
價
ど
寶
價
ど
の
不
足
差
額
を
補
ふ 

.爲
め
^
必
耍
な
信
用
の
許
容
を
抑
止
^
れ
る
S
い
ふ
简
單
な
手
段
に
よ

つ
て
、
直
ち
^
破
壞
3
れ
.る
か
ら
で
あ
る
0
‘

.第
二
十
四
卷(

七
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ニ
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七
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ダ
グ
テ
ズ
-に
對
す
る
若
干
の
批
判
. 

银
1號

七

几

.

斯
く
て
公
共
即
も
消
«
者
た
る
公
共
は
>
價
格
_.確
定
機
關
ど
國
.民
信
用
勘
定
ビ
生
產
者
銀
行
ど
の
三
手
段
^
ょ
つ
て 

產
業
を
統
制
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
^
社
會
配
常
の
某
礎
^
就
て
は
、
旣
に
生
產
者
銀
行
^
は
11
:
.會
配
.當
の
支
拂
を 

爲
す
機
關
が.
存
す
る
の
で
あ
る
し
、
.國
.民
信
用
勘
定
中
^
は
11
:
會
配
當
の
維
持
に
必
_耍
な
信
用
貨
幣
供
給
の
.源
，2水
が
. 

存
す
る
の
で
あ
る
.0
加
之
な
ら
ず
ダ
グ
ラ
ス
は
社
會
配
當
.の
一
定
率
を
豫
定
し
、
配
當
支
拂
k
必
要
な
貨
幣
を
發
行 

す
る
爲
め
^
中
央
^
當
局
者
を
置
く
こ
ど
は
、
此

の
•

定
率
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
るV」

做
す
の
で
あ
る
。

以
上
に
ょ
办
ダ
グ
ラ
ス
が
意
圖
す
る
娌
想
的
共
和
社
會
を
實
現
せ
し
め
ん
^
す
る
方
策
は
明
か
^
な
つ
た
で
あ
ら 

ぅ

'要
之
共
ド
社
會
は
^
の
全
8*
濟
^
資
源
の
有
效
な
る
統
制
5:
受
け
、
物
價
ど
鱗
買
力v

j

の
均
衡
は
確
保
せ
.ら

れ
勞
儆
者
の
統
制
は
合

0
的
な
程
度
^
實
施
5
れ
、賃
銀
俸
給
は
社
食

»
常

(

註

)

代̂

は

る

の

で

あ

る

。

(carpenter,

op. 

c

r»T
5
U
, 

2
2
5
—2
2
9

し

' 

\ 

: 

.

.

s

)

力
ア
八
ン
タ
，
の
云
ふ
如
く
、
ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
制
度
は
獨
自
の

I

f

有
す
る
こ
气
恰
も
そ

S

S

S

濟
f

有
す
る
が
如
く 

で
あ
る

o
(

c
a

r
p

l
r

,

 

o
p
_

 

c
i
t
.

 

p
p
.

 

2
7
9
-
8
0
0

之
を
簡
取
に
述
ぶ
れ
ば
、
人
々
は
世
の
中
の
仕
事
に
何
等
か
湯
部
與
し
た
其
の
報
酬

W

し
て 

で
は
な
く
取
に
也
布
し
て
ゐ

I

の
现
由
に
站
ぃ
て
收
入
を
禅
る
權
利
を
有
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
々
は
仕

S

漣
類
又
は
霞
は
關
係 

な

し

に

今

〕

问

I

領
の
社
會

g

常
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
は
云
ふ
、

「

然
ら
ず
ん
ば

E

由
.
は
得
ら
る
る
も
の
で
は
な
ぃ

J
V
J
O

 

(

Q
, 

e
s
p
e
c
i
a
l
l
y

 

c
l

t
-

p
c

w
e

r

 

a
n
d

 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

 

p
p
.

 4
4

.5
.
)

此
の
點
に
就
い
て
は
バ
ア
ト
ラ
ン
ド
。
ラ
ッ
セ
ル
の
捉
唱
に
ょ
る

 

一l

cr
l

'

s 

w
a
g
e

ぃ
 

W

科
通
ず
る
處
ヵ
あ
る
。

(
B
.

 

R
u
s
s
e
l
l
,

 

R
o
a
d
s

 

t
o

 

F
r
e
e
d
o
m
.

 

2
n
d

 

E
d
,

 

1
9
1
.9

. 

p
p
.
.

 

1
700
00
0, 2

0
7
.)

之
に
對
し
て
は
賛
成
も

多

く

、

亦
反
對
も 

少
く
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
 

-
.

 

、

H

 

.

.

現
在
の
跗
-#
^
必
要
な
こ
ど
は
則
產
權
の
破
壞
で
は
無
く
、
金
融
階
級
の
貪
秣
女
を
矯
正
し
て
以
て
財
產
の
道
德
匕

.麵
^
3
^
.
1 
き
.

霊
i

i

l
i
l
!
-i
,
_
E
-
S
，■

-._
_

_
r

を
行
ふ
こ
ど
で
あ
るV」

做
す
レ
キ
ッ
ト
及
び
、ベ
タ
ヒ
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
云
ふ
ゾ「

ダ
グ
ラ
ス
；か
注
目
し
た
現
存
金
融
制
度
の 

特
徵
は
、&

k
よ
っ
て
始
め
て
發
見
3
れ
た
も
の
で
は
無
い
。其
の
多
く
は
旣
k
這
個
問
題
の
硏
究
者
に
ミ
っ
て
は
一
.
 

の
^
識
R
.過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
而
も
尙
其
の
中
^
あ
っ
て
，
ダ

グ

ラ

ス

が

獨

劍

性

を

有

す

る

點

は

、

K
來
% 

等

疑

を

容I

餘

地

な

しi

れ

假

說

が

果

し

丁

|

的
の
5

で
あ
る
か
否
か
を
大
燈
檢
討
し
た
I

 

k
存
す
る
.
ギ
ル
ド
主
義
者
が
賃
銀
制
度
な
る
假
說
^
挑
戰
し
以
て
世
^
出

で

た

る

ど

等

し

く

、

ダ
グ
ラ
ス
は
^

來 

物
價
は
則
貨
の
供
給vj

貨
幣
の
供
給
S
の
關
係
を
最
も
よ
く
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
故
k
斯
辦
は
將
來
k
於
て
も 

亦
然
I

字

S

、
及
び
信
用
は
資
本
家
の
提
供
す
る
糧
品
を
抵
當
ど
し
て
の
み
授
與
せ
ら
れ
る
I

す
假
$ 

k
對
し
て
挑
戰
し
た
の
で
あ
る
.0(

客
.
w
. 

Reckitt 

k

 
0

W

序
0̂

0
で
ク
o
p
. 

oit. 

pp. 

2
6
2-3
0其
の
1
戰
比
は 

種
々
な
る
方
ぼ
^
受
収
ら
れ
た
。
而
し
て
之
^
對
す
る
反
駿
中
に
あ
っ
て
、
產
業
自
治
を
唱
へ
る
コ
ー
ル
一
派
の
ギ 

ル
ト

MJ
#
主
義
者
は
タ
ク
ラ
ス
案
R
酷
評
を
溶
び
せ
か
け
た
も
の
ど
し
て
、他
方
力
ァ
。へ
ン
タ
ー
は
同
情
的
態
度
を
持 

し
て
批
判
を
加
へ
た
も
の
ど
し
て
、
各
-其
の
代
表
的
な
も
の
^
云
へ
よ
う
。

ダ
グ
ラ
ス
の
现
論
を
指
し
て
、
恐
ら
く
.マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
以
後
に
於
て
、
社
會
主
義
經
濟
學
S

す
る
最
i

 

r
あ
-
又̂
獨
裔
的
な
る
寄
與
で
あ
ら
う
ど
做
す
ヵ
ァ
ぺ
ゾ
タ
ー
.は
、而
も
尙
ダ
ダ
ラ
ス
の
行
っ
た
現
存
經
濟
制
度
の
解

剖
及
び
其
の
S

書

曾

s

i

4

<
霧

が

f

る
i

<

彼
S

為

f

は
何
I

る
か
、
以
下
彼

の 

批
判
を
窺
は
う
。

.
先

、っ
現
存
經
濟
制
度
の
解
削

k
就
て
云
ふ
な
ら
ば
、
第
一
に
ダ
グ
ラ
ス
の
解
剖
は
少
W

も
或
る 

一
m

k
於
て
は 

事
？

即
し
て
I

い
の
で
あ
る
。
若
し
ダ
グ
ラ
ス
の
8

が
I

k

.

經
濟
的
事
實
を
述
べ
て
ぬ
る
な
ら
ば
、
生
產
.

笫
ニ
十

S

 

(

七
九

)
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グ
ラ
ス
に
對
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若
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批
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第
二十

！：

卷
.(

八
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ダ
グ
ラ
ス
に
對
す
る
若
干
の
批
判

第
一
號

八

〇

が
最
も
盛
ん
な
地
方
^
於
て
は
通
貨
は
最
も
膨
脹
し
物
價
は
最
高
な
る
べ
さ
で
あ
ぅ
、
此
の
逆
も
亦
眞
な
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
例
之
、
歐
洲
大
戰
k
ょ
つV

生
產
能
力
を
殆V」

損
は
な
か
つ
た
米
國
晶
國
ど
は
、
戰
#
及
び
革
命
k

ょ
つ
て
諸
產
業
の
活
動
カ
を
殺
が
れ
た
佛
蘭
西
獨
逸
塊
太
利
ょ
ぅ
も
、
通
貨
膨
脹
®
し
さ
辔
で
あ
る
。
然
る
纪
裏
實

は
之
^
反
す
る
。
統
計
を
以
て
す
れ
ば(E. 

E
.
b
a
y
B-
^
l
.
i 气

^
§
|

ぐ St:iiistics\ 

D
e
c
e
m
b
e
r
,

 

1
9
2
0

一

九」

三

年

^

一
九
二
一 

年
^
於
け
る
諸
國
の
卸
賣
價
格
指
數
ど
輸
出
额_

-
後
者
は
公
平
^
生
產
额
を
測
定
す
る
も 

の
で
あ
る一

の
關
係
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

米

國 

0 

0
西 

英

固
 

輸
出
領(

取
位
西
馮
卯
。
法
宛
平
例
を
以
て
換
览
せ
る
も
の
で
あ
る
。

)

一
九
二
5
 

W

凹
八
•三 

ニ 

9

六 

こ
匸
ラ

0

一
九
二
一
年 

五
八
七
i
 

三
〇
T
七 

f 
ニ
〇
二

.

.
卸
賣
憤
格
.
: 

-

. 

,

1

九一

三
年 

一 

0
0 

1 

0
0 

一
 
0
0 

一
九
二一

年
： 

j

四

八

.
ニ
七
八 

ニ
七
八 

C
1

九一
!

二
年
は
同̂

の
一
個
月

平
均
'

一
九
二 I

年
は
同
年
六
月
の
統
計
で
あ
る

^

汗 v介
^
ネ

四〇
•！： 

八
七-il

】

0
0 

五
ニ 

0

獨
逸

不
叨 

1

小

0/
J

1

〇
〇 

四
七
六

(

极

逸

の

輸

出

額

は

，不

g

で
あ
る
が
一
九
！ニ

¥
の
虫
產
領
が一

九
一
三
年
に
於
け
る
も
の
ょ
リ
大
で
な
い
こw

は
確
か
で
あ
る〕

歐
洲
大
戰
後
k
は
戰
時
財
政
の
當
然
の
結
果
ど
し
て
物
價
の
暴
騰
が
生
じ
た
。
乍
併
物
價
騰
貴
率
は
生
產
暂
加
率 

ビ
無
&
係
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
英
國
k
於
て
は
輸
出
额
は
減
少
し
た
が
，物
價
は
、
輸
出
額
增
加
せ
る
米
國
の
二
倍

,
.
.
.
.
.

i^
_f"
丨
玉
倍
以
上
ジ 

y
 貴
を 

獨
逸
妃
於
て
は
餘

B

出
，̂
は
急
激
^
減
少
し
戰
前
以
上
.の
輸
出
も
生
產
も
無
い
こ
ど
は
確
.か
で
あ
る
が
"
物
價
は
十
五
倍
/)
®
貴
し
た
の
e 

あ
る
。
幽
是
觀
之
、
ダ
ダ
ラ
ス
の
主
張
す
る
物
價
ど
生
產
ど
の
關
係
は
^
實
存
在
せ
ざ
る
も
の
な
る
こ
ど
が
明
か
で
あ 

る
。
而
も
此
の
非
雛
に
對
し
て
、上
揭
の
數
字
は
戰
時
狀
態
妃
關
ず
る
も
の
で
あ
る
？
王
張
^
る
る
揚
合
^
は
、
ダ
ダ 

ラ
ス
の
*
剖
も
亦
同J

狀
態
R
就

て

^

ふ

も

の

で

あ

る
^
答
へ
ら
れ
る
。
何
ど
な
れ
ば
ダ
グ
ラ
ス
の
解
剖
は
?
後
の 

通
貨
膨
脤
の
最
高
時
，̂
灰
て
爲ro

れ
た
も
の
で
あ
-

CN、

且
其
の
說
明
は
常
k
此
の
乙V」

を
條
件
、/

」

し
て
ゐ
る
か
ら
で 

あ
る
。
而
し
て
上
揭
各
國
の
外
^
露
國
の
統
計
を
利
用
出
來
た
ど
し
た
な
ら
ば
、
ダ
ダ
ラ
ス
め
解
剖V」

實
際
狀
態
ど
の 

相
違
ば
M

k
明
白
S

取

さ

れ

ょ

ぅ

。
如

何

な

，る

_

_

ど
雖
も
之
を
撿
討
す
る
S

つ
て
は
、
具
體
的
事
實
ど
の
. 

比
較
を
以V

其
の
根
本
的
討
究V」

す

气

而

し

てV
v

フ
ス
の
_

は
此
の
點
S

V
失
敗
し
V

S

の
で
あ
る
。

第
ニ
に
ダ
グ
ラ
ス
の
現
存
經
濟
制
度
に
對
す
る
解
剖
は
、
市
場
價
値
が
確
定
^
れ
る
方
法
に
就
て
不
當
の
假
定
を 

爲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
は
物
價
ど
有
効
な
る
■
買
力VJ

の
'不
均
衡
は
^
 一̂
；!
ィ
な
も
の
で
あ
る
ど
言
ず
るo 

蓋
し
則
貨
は
原
偾
の
總
额
k
ょ
り
て
價
樣
を
附
せ
ら
る
る
^
反
し
、
臟
貨
力
は
最
終
の
原
價
の
み
k
.，

ぞ

發

行

せ 

ら
れ
、
页
に
ト
ラ
ス
ト
や
リ
ン
グ
等
は
故
意
^
供
給
不
足
、
潰
格
騰
貴
を
維
持
す
る
か
ら
で
あ
る
O
C本
稿
第 

一
®
參 

照〕

乍
併
_

の
假
定
は
相
■

矛

_

著
し
.、
又
其
の
各

 

< は
全
く
根
本
磐
反
對
塞
く
る
も
の
で
あ
る
。
先 

、つ
ダ
グ
ラ
ス
の
主
張
は
生
產
费
價
値
說
の
，擁
護
で
あ
る
ど
云
ひ
得
る
。
を
は
偾
格
は
財
貨
中
^
蓄
资
せ
ら
れ
た
遘
原 

價
の
總
計
に
等
しVJ.

主
張
す
る
が
故
で
あ
る
。
然
る
^
最
近
の
經
濟
思
想
：界
に
於
，て
生
產
费
價
値
說
は
背
日
の
勢
力 

5:
有
し
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
气 

c
o
f
.
o
l
a
y
. 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
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ダ
グ
ラ
ス
は

マ
ル
ク
ス
の
勞
働
價
値
說
を
排
擊
す
る
も
の
で
あ
る
が
、(Credit-Power 

an
d 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
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ニ
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ダ
ク
ラ
ス
に
對
す

る

藉
干
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批
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名

,

|

\

ニ

P
V
2
0而
も
彼
の
雛
謹
す
る
生
產
費
價
値
說
は
完
全
な
も
のVJ

は
.云
へ
な
い
の
で
あ
る
。
次
^
物
愤
は
獨
占
的
方

 ̂

^
ょ
つ
て
典
型
的
^
支
配
せ
ち
る
ど
の
假
定
.は
寧
ろ
信
じ
雛
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
或
る
種
の
物
價
は
此
の
方
法
で 

支
配
^
れ
る
。
乍
併
ト
ラ
ス
ト
化
支
配
せ
ら
る
る
國
化
於
て
^
へ
も
、
獨
占
價
格
が
_.正
常
現
象
で
あ
る
か
は
疑
は
し 

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
ダ
グ
ラ
ス
の
全
理
論
の
中
心
は
物
價
ビ
購
買
カ
ビ
の
關
係
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
解
剖
.も
ぉ 

' (

一
.

)

產
業
の
連
續
性
及
び
信
用
の
動
的
性
質
を
考
慮
し
て
：

Q

なS
M
V
J
O

一〕

變
態
的
現
象
ど
正
常
的
現
象
.ど
を
混
闾 

せ
る
こ
ビ
の
ニ
箇
の
理
曲
か
ら
、
理
論
上
不
適
當
で
あ
るV」

て
攻
擊
S
れ
.る
の
で
あ
る
。
.產
業
行
程
連
續
の
事
實 

は
通
貨
の
£糸
進
的
膨
脹
5:
阻
止
し
、
亦
賃
銀
俸
給
配
當
の
受
領
者
^
對
し
購
買
カ
が
不
充
分
^
發
行
^
れ
る
こ
^
を 

-

阻
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
^
ダ
グ
ラ
ス
の
推
理
は
、
產
業
を
連
續
的
の
も
の
ど
し
て
で
は
な
く
不
連
續
の
も
_の 

ノ
 

ど
し
た
槪
念
の
上
に
築
か
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
は
產
業vj

は
相
關
關
係
な
き
産
業
操
作
の
續
い
た
も
の
で
あ
る
^
做 

‘

し
、
其
の
解
剖
を
眞
空
內
の
個
々
の
操
作
^
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
一
般
的
購
買
力
の
膨
脹
を
一
個
の
商 

品
の
生
產
R
就
て
考
へ
、
發
行
さ
れ
た
購
買
力
^
附
せ
ら
れ
た
價
格
ど
の
不
均
衡
を
同
じ
く
ー 

個
の
商
品
^
就
て

 ̂

へ
る
。
乍
併
此
の
方
法
は
甚
だ
人
爲
的
な
も
の
で
あ
っ
て
是
認
し
雛
い
。
產
業
は
連
續
的
の
も
の
で
あ
る
。

一
財
貨 

の
生
產
は
他
の
財
貨
の
生
產
ど
相
蜇
ぅ
合
ひ
、
5I
R
後
者
は
第
三
の
財
貨w

っ
な
が
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
殆
ど 

不
變
的
^
生
產
物
の
流
れ
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
從
て
購
買
力
は
一
.商
品
の
前
貸
k
發
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
而 

も
そ
は
他
の
商
品
の
»
入
^
费
3
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
6
、
之
ビ
同
じ
く
信
用
は
未
だ
完
成
せ
ざ
る
一
商
品
の
準
®
行 

程
^
就
て
授
與
3
れ
る
の
で
あ
る
が
、
を
は
又
他
の
商
品
の
最
後
の
行
程
の
み
に
就
て
も
授
與
^
れ
て
ゐ
る
。
而

し

們.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

_ 一-

謂
，.

て
此
の
後
者
の
商
品
の
價
格
は
以
前
の
前
貸
信
用
を
も
含
む
の
で
あ
る
。
邶
ち
此
の
祺
實
R
依
る
ど
き
は
、
第
一

 ̂

ー
般
的
購
質
カ
は
長
期
^
亘
つ
て
生
產
ょ
-
速̂
か
に
膨
脹
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
一
生
產
物
に
就
て
云
へ
ば
、
 

購
買
カ
は
其
の
生
產
物
の
完
成
す
る
前
に
前
貸
發
行
3
れ
る
こ
(£
は
眞
で
あ
，リ
、
亦
其
の
生
產
物
が
終
局
的
に
完
成 

し
た
時
^
以
前
前
貸
^
れ
た
ど
同
一
最
を
囘
收
さ
れ
る
こ
ど
も
眞
で
あ
る
。
而
も
產
業
の
連
續
的
性
質
^
ょ
つ
て
、
 

購
買
力
は
一
生
產
物
^
就
て
は
前
貸
^
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ビ
同
時
に
他
の
生
產
物
^
就
て
は
囘
收
^
れ
て
ゐ
る
己 

ど
も
眞
で
あ
る
。
故
^
ー
生
產
物
の
み
を
觀
る
時
は
通
貨
膨
脹
が
起
る
や
ぅ
纪
见
は
れ
る
が
、
生
産
物
全
體
を
间
時 

k
觀
る
肫
は
一
方
向
^
淤
け
る
信
用
授
與
の
制
限
は
他
の
方
拘
の
膨
脹
を
相
殺
す
る
の
で
あ
る
。
平
均
の
法
則(law 

of a
v
e
r
a
g
e
s〕

は
作
用
し
て
、
不
足
次
發
行(under-issue〕

V
J

過
度
の
發
行cover-issue) VJ

?:
殆
ざ
正
確
^
相
應
せ 

し
め
る
の
で
ぁ
る
。
畏
之
ど
同
じ
理
由
5

?

、
個
々
の
賃
霞
給
.響

受

領

S

贊
カ
を
不
充
分
に
發
行 

す
る
己
ど
は
不
可
能
ど
な
る
。
玆
k
於
て
も
亦
、

一
方
向
に
於
け
る
過
度
の
發
行
は
他
方
而
の
不
足
發
行
を
相
殺
す 

る
の
で
あ
る
。
故
^
或
る
ー
商
品
^
依
て
收
入
を
得
た
者
は
該
商
品
を
購
入
す
る
に
足
る
額
を
受
け
な
ハ
に
反
し
、
 

4
1體
^
灰
て
は
貨
銀
体
給
配
當
の
受
領
潜
は
丁
度
足
る
だ
け
5:
得
る
の
で
あ
る
。

.愛

货

W

次

の

如

產

對

塞

け

る

f

し
れ
な5

。

を

は

以

吉

於

て

は

時

間

的

雲

奪

f

れ
て
ゐ
る
乙 

ビ
，
及
び
贊
力
は
一
度
び
®
消
3
れ
る
赢
行
家
の
金
庫
s

s

i

行
家
の
信
用
は
增
す
が
消
费
者
の
信
州 

は
增
3

ぬ

第

貴

の

說

明

?:
缺

く
乙

ど
^
で
あ
る
。
此
の
論
駿
it
對
し
て
は
、
ダ
グ
ラ
ス
が
無
視
し
た
信
哂
の
功
^
生 

ff
v
J以
て
答
へ
ら
れ
る
。
タ

グ
ラ
ス
は
信
用
は
死
藏
5
れ
な
い
で
費
消
5
れ
る
^

^

—

生
產
的
^
赞
消
3
れ
る
.の 

で
あ
る
が
而
も
消
費
さ
れ
るM

 V
J

K
は
何
等
變
ク
なS

——

5:
忘

却

し
て
ゐ
る
。
苦
し
死
藏
S
れ
'る
も
の
な
らば
、
.
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第
一
號
 

八
四

最
早
を
れ
は
信
JT
J
で
は
なS

故
問
題
外
で
あ
る
0
實
際
そ
れ
が
死
藏
せ
ら
る
る
範
園
を
當
を
得
た
も
の
ど
す
.れ
ば
、

M
貨
は
收
S
し
一
般
の
膦
買
力
は
增
進
す
る

"

乍
併
鈒
行
家
に
ょ
0
て
囘
收
5
れ
た
信
川
は
、
彼
等
に
ょ
つ
て
利
用 

さ
れ
直
ぢ
に
新
生
.產
的
企
業
^
弭
び
授
與
さ
れ
る
乙
ど
を
假
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
故

^——

産
業
の
連
續
的 

性
質
を
想
起
ず
る
な
ら
ば_

_

信̂
用
が
鈒
行
家
に
吸
收
彡
れ
る
乙
(1
は
軍
化
新
形
式
の
费
消
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で 

あ
.つ
て

、

そ
は
流
通
か
ら
取
除
か
れ
る
の
で
は
なS

。

故
に
ダ
グ
.ラ
ス
の
解
剖
は
產
業
行
程
の
連
續
性
及
び
信
川
の 

活
動
性
を
無
視
し
た
が
爲
め
に
、
其
の
肝
要
箇
所
R

弱
«

を
有
す
る

ヾ

」

沄
ふ
ベ
き
で
あ
る
。

•

次
^
ダ
グ
ラ
メ
の
理
論
的
弱
點
た
る
正
常
現
象
と
變
態
現
象
ど
の
混
同
に
就
て
云
ふ
な
ら
ば
、
通
貨
膨
脹
の
行
は 

れ
、る
こ
ビ
特
に
戰
發
、
政
治
的
動
亂
、
事
業
界
の
俄
贵
氣
等
の
時
に
於
て
然
る
こ
ビ
は
否
め
_
3現
象
で
あ
み
、
又
最 

近
吾
々
が
經
驗
せ
る
處
で
あ
る
。
而
し
て
又
か
か
る
時
期
^
於
て
は
購
買
カ
は
著
し
く
歪
み
、
事
業
利
潤
の
受
領
渚

は
0
0
上
經
濟
土
IE
#
どE

l

さ
る
る
ょ
り
遙
か
^
多
く
を
得
る
に
反
し
、
賃
銀
#
給
®
常

-
特

代

前

，
ー
一
者

-

-
R

.

.ょ
o
て
生
活
す
る
^
は
.得
る
處
遙
か
k
少S

こ.VJ
は
否
■め
な
い
晕
で
あ
る
»
の
衣
さ
*
態
は
全
く
卫
心
化
し
ナ
も
レ
'.
 

で
あ
6
近
代
の
吹

r

汚
a
で
あ
る
.。
®
等

の

諸

事

情

は

若

し

W
狻
し
た
處
で
、
を
は
近
代
企
業
の
變
態
的 

.附
隨
事
情
^
過
ぎ
な
い
に
も
拘
ら
ず
"
ダ
グ
ク
ス
は
之
?:
正
常
的
摘
疾
的
不
可
避
的V

做
す
の
で
あ
る
。
或
る
煎
大 

な
る
.職
能
上
の
不
秩
序
を
叙
述
す
る
こ
ど
ヒ
、
夺
れ
を
自
然
的
な
生
理
的
過
程
で
あ
る'/J

主
張
す
る
ミVJ

V」

は
全
く 

翁
る
の
で
あ
る
於
、
ダ
グ
ラ
ス
は
疋
^
此
の
誤
謖
^
陷
つ
て
ゐ
る
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
彼
は
產
業
金
融
の
, 

纖
搬
^

^

大̂
な
隙
碍
の
存
す
る
乙
^
を
認
め
、
そ
れ
.を
該
機
#
の
作
用
の
m
然
的
必
然
的
態
容
で
あ
る
ビ
生
張
す 

る
の
で
あ
み
。
此
の
誤
靡
ば
當
然
w

i

M雄
れ
る
が
而
も
そ
の
誤
謬
た
る
乙
、/
J
kは
何
等
變
办
な
い
の
で
あ
る
ぺ
註〕

(
o
r
p
s
t
e
r
,

 

op. 

cit 

p
p
.

N
LJ
T
.
I
-
0
0

(

胜)

此
の
ヵ
ァ
ぺ
ン
タ
ー
の
云

ふ
正
常
現
象

^
變
態
現
象
ミ
の
混
同
に
就
で
は
、
胜
ち
に
维
渚
を
し
て
酋
背
せ

L

M

#
な
い
處
.で
あ
る
こ
ミ
を 

一.言
す
る
。

故

泛

r 
•へ
ィ
タ
ー
^
據
れ
ば
ダ
グ
ラ
ス
の
解
剖
は
现
論
的
に
支
持
し
雛
く
、
不
當
な
假
定
を
爲
し
、
.物
價
及
び 

信
用
め
運
動
の
實
際
的
傾
昀
ビ
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
上
に
築
か
れ
た
改
苹
案
は
如
何
で
あ
ら
ぅ
•
.

y 

o1

ヘ
レ
タ
ー
は
亦
改
革
案
自

體

に
理
論
上
及
び
赏
際
上
の
雛
黏
を
見
出
す
。
W
び
被
の
云
ふ
處
を
銳
へ
ば
、第

一 

の
迦
論
上
の
難
點
は
ダ
グ
ラ
ス
の
提
唱
す
る
價
格
確
定
の
根
柢w

關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
*
礎>j

は
形
?:
變 

べ
た
勞
働
時
間
很
位
の
使
用
で
あ
る
が
、
而
も
そ
は
'ギ
,
ド
主
義
者
^
ょ
つ
て
：採
用
3
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
勞
働
時
間 

取
位
^
優
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
ダ
グ
ラ
ス
は
暗
默
，の
裡
^
生
產
價
値
說
を
採
る
が
、
改
革
案
に 

於
て
も
亦
偾
格
決
定
^
際
し
て
生
產
费
の
統
計
を
使
用
す
る
こ
ど
を
提
案
す
る
。(Credit-Power 

and D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

 

pp. 

I
S
P

 

100
6
-7
.
本
稿
第
三
節
參
照〕

而
し
て
ダ
グ
ラ
ス
は
原
價
を
計
る
^
成
人
與
子
勞
働
時
間(

m
a
n
h
o
u
r
s
)

な 

る
語
を
以
ス
せ
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
。
G
cr
i
d
, 

p. 

J
79.

)

此
の
語
は
印
象
的
な
且
エ
學
的
な
響
き
を

有
し
て
ゐ
る
爲 

め
、

1
.見
マ
ル
>

ス
の
勞
働
時
間
祺
位
ょ
6
優
れ
た
も
.の
で
あ
る
ど
思
は
せ
る
が
、
實
際
は
兩
者
全
く
同
一
の
意
義 

を
布
す
る
の
で
あ
6
、
從
て
ダ
グ
ラ
ス
は
マ
ぐ
ク
メ
主
義
者
ゼ
同
じ
非
難
を
受
け
る
こ
ぐ」

に
な
：る
の
で
あ
る
。
若
し 

も
成
人
见
子
勞
働
時
間
が
ダ
ダ
ラ

ス
の
云
ふ
如
さ
意
味
化
ぁ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

.財
貨
の
價
格
査
定
k
.關
し
て
ル

ゆ
る 

種
類
の
變
則
が
結
架
せ
ね
.ば
な
ら
な

S
。

例
之
、
熟
練
成
人
哭
子
勞
働
時
間
ど
不
熟
練
成
人
男
子
勞
働
時
間
又
は
怠

第
.ニ十

！
：
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.
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第

一

號

し

バ

W
な
成
人
^
;子
勞
働
時
間
ビ
勤
勉
な
成
人
與
^
勞
働
時
間
ど
の
近
似
等
で
あ
る
。
而
し
て
愛
成
人
男
子
努
働
時
間 

の
相
^\
ォ
る
^
,
&及
び
種
«
を
相
互
^
調
節
し
ょ
ぅyj

す
る
時
^
は
、
價
格
®
足
の
^
柢
は
悉
く
必
然
的
^
他
の
览 

n
ゾ
'爲
め
R
放
棄
5
れ
な
け
れ
ば
な
ら
なS

。
故
に
改
苯
案
は
其
の
中
樞
た
る
價
格
確
定
の
黙
で
破
壊
^
れ
る
Z
<£ 

に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
改
革
案
は
價
格
の
恥
礎
を
股
價
計
算
制
度
に
置
か
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
之
を
放
棄 

し
て
始
め
て
，述
用
す
-5
こ
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

见
に
敬
令
價
格
做
-
の̂
機
構
が
誤
つx

 tQ

な
.

S

ど
しW

も
、
改
革
案
の
實
際
上s

_
g

は

議

v
j.0
効
た
ら
し
め 

る
の
で
あ
る
。
他
の
諸
闕
ビ
の
關
係
^
於

て

凡

ゆ

る

雛

關

を

生

ず

る

こ

ど

は

其

の

第

ー

，で
あ

6
、
嚴
前
化
法
律
を
施 

行
す
る
ビ
云
ふ
負
擔
を
蒙
ら
し
め
る
こV」

は
其
の
笫
ニ
で
あ
る
。
先
づ
改
革
案
は
之
を
採
用
す
る
國—

例
へ
ば
英 

國~
~

■
以
外
の
諸
國
の
存
在
を
始
ざ
認
め
て
ゐ
なS

。

を
は
輸
出
商
f

、
世
界
市
場
を
參
看
し
且
一
般
の
利
益
ぐJ' 

な
る
や
ぅ
^
處
嚴
す
る
こ
ど
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
が
ハ
^
;̂
, pp. 

I
5
r

203.-50

該
案
採
用
國
のf

般
物
I
H弔
^
L
、、
J 

‘?«
在
の
诚
礎
を
繼
續
す
る
_
の一

般
物
價
平
準
ど
の
間
^
?/
-す
る
甚
だ
if
;大
な
る
問
題
に
は
注
意
V
J-1
®
は
な

いので 

あ
る
。
此
の
場
合
外
國
爲
替
は
ざ
ぅ
な
る
か
。
例
へ
ば
米
國
又
は
佛
國
の
市
場
に
於
け
る
英
國
爲
替
手
形
の
價
欧
如 

何
。
英
國
は
如
何
に
し
て
原
料
の
供
給
を
確
保
す
る
か
。
英
國
の
製
議
者
が
、
今
日
歐
洲
のH

業
家
が
米
國
に
對 

す
る
ビ
同
一
の
地
位
に
落
ち
た
場
合
に
英
圈
の
爲
替
相
場
の
下
落
は
何
^
ょ
つ
て
阻
止
す
る
か
。
斯
の
如
さ
事
態
は 

U
界
の
1
*
”グ
^
:|̂
#
手
|1
ビ
全
く
«.
[#
の
無
5
貨
被
制
度
5:
採

用

し

た

時

生

ず

る

處

で

あ

つ

て

、

全
く
^

外
的
な 

も
の
で
は
な
い
。
か
の
複
本
位
貨
幣
制
度
は
此
の
醫
で
失
敗
し
た
の
で
あ
つ
.た
。(cf. 

Taussig, 

p
l
p
l
e
s

 

or 

economics, 

chs. 

X
X
-
X
X
L

 ; 

m
o
l
d
s

 worth. 

M
o
n
e
y

 

s
d 

B
a
n
k
i
n
g
,

VO
2
0
. Ch. 

I. 

Secs. 

Î
”
〕

4!!
!

象

的

こ

ま

複
本
位
制
は
推
賞
す
べ
さg

が
多s

。

乍
併
國
境
及
び
國
際
賀
易
の
存
す
る
以
上
、
故
本
位
制
は
結
局
之
を
實
施
す 

る
國
の
交
凝
關
係
を
必
ず
混
亂
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
之
.ど
同
じ
く
ダ
グ
ラ
ス
の
改
革
案
は
長
所
も
多
い
.が
、
そ 

れ
が一

國
の
.み
^
採
;|
]
せ
ら
る
る
限
6
は
、
當
該
國
.の
外
國
贸
易
を
狂
は
せ
其
の
囘
復
の
見
込
は
無
いV

J

云
へ
ょ 

う
。
次
^
改
难
案
を
猓
用
す
る
國
の
法
雜
施
行
機
關
は
極
度
の
緊
張
の
下
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
該
案
は
普 

遍
的
R
し
て
且
嚴
重
な
價
格
統
制
制
度
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
。此
の
制
度
を
し
て
有
効
な
ら
し
む
る
が
爲
め
^
は
、
 

交
：：

勿
せ
ら
る
る
商
品
の
販
賣
は
豫
じ
め
定
め
ら
れ
之
が
嚴
正
R
維
持
^
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
商
品
の
公
定
價
格
ど
實 

際
價
格V

J

の
間
^
極
ぐ
僅
少
な
相
違
が
生
じ
て
も
、
改
革
案
^
ょ
つ
て
成
就
せ
ら
る
る
物
價
ど
信
用
授
與V

J

の
微
妙 

な
平
從
は
^
ら
ぬ
間
^
害
.
れ̂
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
か
か
る
制
度
に
伴
ひ
勝
ち
な
官
僚
臭
は
之
を
避
け
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
而
も
甚
だ
高
度
の
統
轄
能
力
、.
正
直
、
熱
心
等
が
物
價
を
定
め
る
に
際
し
て
は
必
耍
で
あ
り
、
又
物
價
を
維
持 

す
る
に
は
巨
大
な
警
察
司
法
制
度
が
必
要
で
あ
る
が
而
し
て
此
の
場
合
の
統
轄
的
職
務
は
恐
ら
く
か
の
マ
ー
ヵ
ン
テ
ィ 

リ
ズ
ム
の
最
顶
時
^
於
て
行
は
れ
た
も
の
?:

遙
か
k
凌
駕
す
る

程
度
の
も
の
で
あ
ら
う
。
又
警
察
制
度
施
行
上
の
雛 

關
は
、
マ
ー
ヵ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
時
代
^
國
家
的
禁
北
を
行
つ
た
際
^
生
じ
た
難
關
を
遙
か
に
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
ら 

う
。
愛
に
於
て
、
改
革
案
は
如
何
な
る
長
所
を
有
す
る
ド
せ
ょ
、
.該
案
は
實
際
R
.行
は
れ
#
ベ
さ
も
の
で
なs

 W

云 

。
#

る
^
で
あ
る 

r r
a
r
p
s
t

nj
r
, op.cit. 

pp. 

2
6
0

丨
 2

,〕

即
ち
ヵ
ァ
ぺ
ン
タ

ー
が
ダ
グ
ラ
.ス
_說
の
經
濟
的
»

»

y
j

做
す
處
を
要
約
す
れ
ば
、
改
革
案
の
甚
礎
た
る
現
存
制
度
の 

.解
剖
は
、
事
實
及
び
正
常
な
る
通
論
に
照
し
て
檢
討
す
る
時
は
失
敗
し
て
鹿
6

'
又
改
革
案
自
體
は
、
主
張
し
雛
い 

價
値
論
を
包
含
し
页
^
外
國
贸
易
を
破
滅
せ
し
む
る
危
險
を
伴
ひ
裳
^
仑
は
實
施
不
可
能
ビ
云
ひ
得
る
の
み
どI

K

ふ
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、
 

S
 

 ̂

‘、

の
で
あ
る
。

,

乍
併
信
S

I

葉

の

I

は
、
其
の
I

s

す
如
く
共
同
f

 

I
用
S

I

I

I
す
る
S

マ 

1
る

上

の

.f

.
力
、
ペ
シ
タ
，
は
ダ
グ
ラ
ス
の
經
濟
理
論
k
も
亦
麥
際
的
劇
領
5

同

意

す

る

が

出

來

な 

S

ど
做
す
の
で
あ
る
が
、
而
美
ダ
グ
ラ
ス
S

場一
-

公

有

的

信

用

統

制

を

樹

立

.
す

べ

し

ど

の

一

に

就

て

ょ

、
い

か
“
賛

意

裏

す

|

で
あ
"

ほ

5

.

1

$か
I

s

囊

2

f

實

麗

苹

m

て
必
S

，

て

ぁ

々

第

二

Iは
職
能
的
原
理
實
施
の
先
要
條
件
な
る
が
爲
め
で
あ
る
。一

國
の
投
資
及
び
貸
付
機
關
こ

統
制
が
行
.s

g
賢

、
§

的
勞
働
f

 

s

f

 

i

s
麗

i

l

s

?

5

8持
續
的
效
果
を

及
ぼ
し
f

 

5

で
は
なS

H
.

1

S

兩
f

勢
力
外
S

か
れ.

V

あ
る
以
上
は
：、
兩

翥

れ
4

業
を
實 

際
S

制
す
る
5

は
出
來
なS

の
で
あ
る
。
f

或
る
社
會
的
激
變
が
起
っ
て
經
濟
制
度
S

麗

革

を
見

る

や

m

i

、
s

f

の
I

證

S

S

S

S
限
6
職
I

I

は
實
f

 

?

為

J

な

S

の
で
あ
る
。
故
R
職
能
的
原
i

健
全
I

の
で
あ
S

ら
ば
、.
先
2

 

.
一
 

S

同
f

.の
金
融
機
關v」

s

的 

就
制
の
下
£

<

l

s

l

sば
f

 
?

。
■而
し
5

グ
i

s

?

t

s
之
I

就

せ
ん
菩 

I

f

外
.

I
な
ぃ
が
、
た 
>
惜
む
ら
く
は
實
際
に
行
ひ
得
る
性
質
の
も
の
で
は
無s

 

?

あ
る
。
乍
併
ダ
ダ
：ラ 

'-
>
は
u
 

G沱
知
を
K

へ

以

て
»|
會
到
論

'k
甚
だ
價
値
多
さ
M

献
を
爲
し
た
S

云
ふ

ベ

き
で
あ
ら
ぅ
。
金
li
l
洗

M
 

C 

變

署

加

へ

？

裏
く
し
て
は
改
苹
又
肇
命
を
試
み
る
I

益
で
あ
f

做
す
ダ
グ
ラ
ス
の
#

f

、
長
い
間 

P
、ぅ
3
れ
る
乙
篆
必
耍
V」

3
す
て
ぬ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
：で
あ
る
。
®
に
改
革
案S

價
格
確
定VJ S

ふ
#
徵
R
就 

て一

f

る
な
ら
ば
物
偾
平
準
霊
の
見
地
か
ら
云
つ
て
流
通

.媒
介
物
の
社
會
的
統
制
■

蓮
次
し
い

I

は

言
を
伊
た
ぬ
乍
饼
上
述
の
如
く
ダ
グ
ラ
ス
の
說
く

價
格
確
迸

の
メ
カ
一
一
、ズ
ム
は
赏行
し
難
い
。
受

fr
c

,^
-
て
力
.ァ
。へ
 

シ
タ
ー
は
、
通
貨
の
量
を
生
產
の
査
^
對
し
て
直
接
調
節
せ
し
め
る
方
法
を
以
て
之
に
代
ふ
べ
し
ヾ
し
做
す
の
で
あ 

る

(cf. 

i, 

u
s
h
e
r
.

 

T
h
e

 

P
u
r
c
h
a
s
i
n
g

 

p

e

n 

o
l
* 

M
o
n
e
y
,

Vo11
,}

斯
く
て
力
'.
,
ペ
ン
ター

は
云
ふ
、r 
乍
併
金
融
锍 

制
は
甚
だ
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
^
其
の
原
理
の
具
體
化
た
る
ダ
ダ
ラ
ス
の
改
革
案
は
、
更
^
之
に
優
る
も
の 

か
提
吓
^
れ
ぬ
以
上
&

々
し
く
拒
否
す
る
こ
ど
は
出
來
な
い

」

>

」

。(
c
a
r
p
s
t
e
r
,

 

op. 

cit. 

pp. 

3
1
0
-12

.〕
其
の
 ̂

論
^
於
て
カ
ァ
ぺ
ゾ
タ

|
は
莜
だ
同
情
的
な
態
度
を
持
す
る
の
で
あ
る
。
 

ン

五

前
節
の
カ
ァ
ぺ
ン
タ
ー
の
批
判
に
比
し
て
、
コ
ー
，1

派
の
ギ
ル
ド
主
義
者
の
ダ
グ
ラ
ス
案
k
對
す
る
論
駿
は
痛
烈 

で
あ
る
。
勿
論
彼
等
ど
雖
も
、
現
時
の
金
融
制
度
は
.社
會
的
生
產
の
增
加
量
2:
共
同
社
會
ょ
6
轉
じ
て
特
權
階
級
の 

手
中
^
置
く
巧
緻
な
手
段
で
あ
る
ど
做
す
點
^
於
て
は
一
致
し
て
ゐ
る
。
乍
併
此
の
故
に
有
カ
な
る
最
高
金
融
業
者 

の
集
阁
を
產
業
家
の
集
刚VJ

區
別
し
て
、
前
者
^
非
難
を
集
中
す
る
こ
ど
に
は
反
對
し
此
の
兩
者
は
分
剖
し
得
べ
& 

も
の
で
は
無S

 V」

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
此
の
反
對
は
レ
キ
ッ
ト
及
び
ベ
ッ
ヒ
ホ
ー
フ
の
云
ふ
如
く
、
あ
^

6 

致
命
的
な
も
の
<£
は
云
へ
な
い
。(Recki.t 

k

W
邕
プ
。ぎ

。セ
，
o

pP. 2
6
6
.
)
^

へ
ば
コー

ル
は
ダ
グ
ラ
ス
案
を
目 

し
て
無
價
救
の
も
の
ど
す
る
。
蓋
し
資
本
家
(£
勞
働
者VJ

は
相
互
に
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
動
機
^
某
い
て
働
く
も 

の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
該
案
は
其
の
適
用
せ
ら
る
る
產
業
內
R
於
け
る
勞
資
の
對
立
を
止
め
ん
ど
す
る
も
の
で
あ 

る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
云
ふ
、「

如
何
衣
る
现
由
に
典
く
(£
.も
此
の
勞
資
の
和
解
は
全
然
問
題
^

な
ら
な
い
も
の 

で
あ
る
ど
の
主
張
が
正
常
な
ら
ば
、
信
用
の
拖
礎VJ

し
て
勞
働
者
の
勞
働
力
を
用
ひ
以
て
資
本
主
義
の
活
路
を
開
か

第
二
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第

一

號

九

〇

んV
す
る
該
案
は
、
甚
だ
陳
腐
な
も
の
で
あ
る
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

(
G
.

l
y H

、. 

Cole, 

c
h
a
o
s

 

a
n
d

 

Order 

in 

Industry, 
1
9
2
0
. 

p. 

2
20

勿
論
此
の
勞
資
の
和
解
が
、(

一〕

現
莽
社
會
の
經
濟
的
均
衡
の
維
持
を
目
的
ヾ」

し
從
て 

把
取V」

不

正

不

可

避

的

k
伴
ふ
靜
的
解
決
策
で
あ
る
、(

ニ)

價
格
の
確
定
は
各
產
の
勞
資
の
手
k
委
ね
ら
れ 

雨
^
相
計
つ
て
之
を
決
定
す
る
、V」

の
ニ
假
定
に
茈
い
て
提
案
せ
ら
れ
た
揚
合
化
は
コ
ー
ル
の
主
張
は
誤
々
で
は
链 

い

此

の
^

假
定
は
全
く
ギ
,
ド
主
義
や
其
の
他
の
民
主
主
義
の
標
榜
す
る
處VJ

相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
然
し 

ダ
グ
ラ
ス
に
よ
つ
て
も
亦
此
の
假
定
は
明
か
に
拒
否
^
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
勞
働
者
が
生
產
者
鈒
行
を
近
じ 

て
信
用
を
授
與
す
る
ど
の
提
案
は
、
財
產
權
R
附
隨
す
る
特
權
S
勢
力
ど
を
用
ゐ
て
經
濟
的
領
域
內
R
於
け
る
統
制 

の
蠶
食
を
迅
速
^
發
腿
せ
し
む
る
機
龠
を
賦
與
す
る
も
の
纪
外
.な
ら
な
い
0
而
し
て
此
の
統
制
を
實
際
得
た
場
合
に 

は

5
在
令
0
階
級
の
立
？
市
す
る
^
濟
カ
り
獨
占
は
愛
に
消
滅
す
る
^
至
る
こ
<£
は
明
か
で
あ
る
。
m
ダ
グ
ラ
ス
k 

あ
つ
て
は
、
價
格
確
定
は
之
を
、
生
產
5:
支
配
す
る
無
責
任
な
諸
勢
力
の
氣
爻
ぐ
れ
化
委
ね
て
晏
如
亿
る
も
の
で
は 

な
い
。
彼
が
共
の
意
圖
す
る
物
價
の
社
會
化
を
赞
現
せ
ん
が
爲
め
に
採
る
こ
ビ
を
主
張
す
る
方
策
は
、
現
寺
の
賈
格 

決

定

方

法

に

對

す

る

彼

の

解

剖

よ

*
^
歸

結

す

る

も

の

で

あ

る

は

云

^
迄
？

P

無
い
。(Reckitt &

 B
e
c
h
h
o
f
e

ル
，
。
卩 

cit 

pp. 

2
6
6
,
7
0

此
の
解
剖
に
就
て
は
前
述
し
た
處
で
あ
る
が
、
此
の
«
よ
ぅ
見
る
時
は
、
上
記
の
如
き
、ギ
ン
ド
主 

義
の
原
則
?:
卵
•據
ど
す
る
反
對
論
は
皮
相
的
な
も
の
ビ
云
ふ
乙
ど
が
出
來
よ
ぅ
。

乍
併
タv

r
\

ス
案
の
.
{■

可
能
性
如
何
，̂
就
て
.生
ず
る
反
對
論
は
斯
の
如
く
皮
相
；g

f
の
で
は
無
い
。
勞
働
獨 

占
の
結
果
た
る
信
用
の
推
移
に
よ
ぅ
經
濟
カ
を
漸
次
蠶
食
し
、
同
時
に
價
格
確
定
機
關
を
社
會
化
せ
ん
ビ
す
る
ダ
グ 

ラ
ス
案

は

、

'
ギ

，
ド

主

義

の

綱

領

ビ

ニ

致

す

る

處

が

あ

-
^
、
亦

之

を

實

施

せ

ん

ど

す

-6
'も
の
で
あ
る
ど
も
云
へ
る
。

V」

は
云
へ
之
は
ダ
グ
ラ
ス
の
考
ふ
る
が
如
く
何
等
障
畨
な
く
容
易

^
行
ひ
#
る
も
の
で
は
無
い

0
ヵ
ァ
ぺ
ゾ
タ
ー
の
批 

判
に
就
て
は
旣

^
述
べ
た
が
、
乙
の

«
^
就
て
コ
ー
ル
は
沄
ふ
、「

ダ
グ
ラ
ス
案
は
實
際

R
適
用
し
雛
い
。
蓋
し
價
格 

制
規
の
提
唱
、
生
產
者
銀
行
の
交
換
所
加
入
、
産
業

^

投
下
せ
ら
れ
た

る
甚
金
R

對
す
る

其
の
綱
領
等
は
、
該
計
晝 

が
_
家
の
助
力
を
雜

6
な
い
限
之
何
れ
も

.資
本
家
の
反
對
を
受
け
實
施
さ
れ
る
こ
ヾ

」

は
無
い

L°(

s

,<-
<

L
a
i
d
k
r
,

 

A

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f
 Sodalist 

T
h
o
u
g
h
t
.

 

1
92
7
.

?

4
2(

0
又
レ
キ
ッ
ト
及
び
べ
ッ
ヒ
ホ
丨
フ
ァ
ー
も
次
の
如
く
云
ふ
、
 

「

金
融
：階
級
が
社
會
に
於
け
る
勢
カ
を
弱
め
ら
れ
る

^
際
し
て
試
み
る
抵
抗
は
、恐
ら
く
頑
强
且
巧
妙
な
も
の
で
あ
ら 

ぅ
。
而
し
て
其
の
抵
抗
が
何
等
か

^
.ょ
つ
て
援
助

3
れ
る
ど
し
た
な
ら
ば
、
そ
は
經
濟
民
主
制
へ
の
過
渡
沏
に
於
て 

•
¥
有
^

級
が
&

る

偏
人
的
國
窮
^

對
す
る
同
情

^

ょ
.る
も
の
で
は
無
く
、

r

組
織
—

從
來
|
般
^

承

_認
せ
ら
れ
て

y

I l
:

I I
l l

s

I t
:

i

l l
l

^

^

^

^

^

^

要
ビ
す
る
0
斯
く
し
て
こ
そ
始
め
て
眞
R
價
値
あ
る
經
濟
民
主
制
の
彼
岸
に
到
達
し
得
る
の
で
あ
る
。」

 ̂

td
s
h
h
o
I
e
r
, 

o
p
.
cit. 

pp. 

2
6
Q-7

0
.)

，
の
办
一
_;^'
^
藝
1
る
タ
ク
■ラ
.ス
：の

態

度

は&

^
ジ
土
|
,
エ

ー

 

*ホ
ブ
ソ
ゾ
，ど
の
論
#
を
瞥
見
す
る
時
察
知
す
る
Z 

ど
が
.出
來
る
の
で
あ
る
0
ホ
ブ
ソ
ン
も
現
時
^
於
け
る
產
業
危
機
の
根
本
的
耍
因
は
有
效
需
嬰
の
缺
乏
で
あ
る
|

 

浒
费
即
ち
有
效
需
要
が
可
能
的
及
び
現
實
的
生
產
ど
步
調
を
共
^
す
る
乙
ど
の
出
來
ぬ
結
果
で
あ
る
-―

VJ

做
す
點 

R
於
て
は
、
ダ
グ
ラ
ス
ど一

致
す
る
。乍
併
雨
者
の
根
本
的
差
異
は
亦
此
の
一
致
«

^
關
聯
し
て
生
ず
る
の
で
あ
る
0 

即
ち
ボ
ブ
ソ
ン
k
從
へ
ば
、「

此
の
有
效
需
要
の
不
足
は
、，.生
產
^
れ
得
る
凡
ゆ
：る
貨
物
を
購
入
す
る

"獻
#?
;
^
^
缺
乏 

笫
ニ

十
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九

一〕

ダ
ダ
ラ

ス
に
.對
す

る
^
干

の

員
 

が

ー

蛾

九
一



第
二
十
.S
 

(

九
ニ )

ダ
グ
ラ
ス
比
，對
.
す
み
若
干
の
批
判

 

笮
一
，

し
ニ

k
ょ
る
の
で
は
な
い
。
充
分
^
こ
の
購
買
カ
を
有
す
る
人
々
が
、
消
費
財
を
靡
人
せ
す
し
セ
寧
ろ
非
消
费
財
換
言
す

れ
ば
蒙
財
を
鱗
入
す
る
乙
ビ
を
擇
ぶ
k
ょ

る

の

で

あ

る

。

」

ホ
：ブ
ソ

ン
は
是
を
以
て
現
在
の
事
象
を
醫
す
る
も

の

で
あ
る
ど
す
る
。
然
る
^
ダ
グ
ラ
ス
は
，
以
上
は
信
用
制
度
の
缺
陷
ょ
6
生
ず
る
事
實
で
あ
つ
て
之
を
說
明
ず
る
も

の
で
は
無
い
で
答
へ
る
の
で
あ
る
。
日v

、r

ホ
ブ
ソV

の
：云
ふ
處
が
說
明
.で
あ
る
ど
す
る
な
ら

ば
、そ
は『

斯
く
.あ
.る
.

厂
さ
で
な
い』

S

い
ふ
意
妙
M
ち
改
善
し
セ
以
て
之
t
除
*

す
ベ
し
ど
要
求
す
る
こ
(1
*

^
な
6

、
足
て
金
融
I
W
度
R

は
正
常
S

雛
す
ベ
論
無
く
、
た
>
人
間
の
み
が
s

 

S
假
定
I

く
の
で
あ
る
。
然
る
£

を
事
？

し
て

考
へ
る
f

ノ
ば
、
I

多
數
の
機
會
を
最
も
增
大
せ
し
め
ん
が
爲
め
に
瘗
5

れ
た
諸
方
法
を
認
め
る
多
く
の
前
提

0

一
 

で
あ
る
。
.換
言
す
れ
ば
ホ
ズ
ソ
ン
も
余
も
？

金
融
機
構
£

陷
あ
る
爲
め
财
貨
を
茈
し
く
配
給
出
來g

も
の

ど
見
る
。
た
C
ホ
プ
ソ
ン
は
原
動
力
た
る
蒸
氣
の
性
質
を
變
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

V」

述

べ

、
，
佘
は
開
閉
膂
谛
勒
：裝
置

k
設
計
し
直
す
こVJ

が
必
要
で
あ
.る
ど
做
す
の
で
あ
る
。
乍
併
此
の
兩
說
は
孰
れ
も
主
張
し
得
る
處
で
あ
つ
て
、
孰

れ
を
以
て
早
く
効
果
を
收
め
#
る
も
の
で
あ
る
か
は
個
々
の
判
斷
^
俟
つ
べ
さ
も
の
.で
あ
る」

ど
。(

D
o
u
g
l
a
,
,

 

T
h
e

 

D
o
u
g
l
a
s

 

T
h
e
o
r
y
,

 

pp. 

3
1
4

 

J

愛
k
於
て
少
問
ホ
フ
ソ
ゾ
の
沄
ふ
處
を
聞
か
ぅ
。
ダ
グ
ラ
ス
が
，「

生
產
费
汶
相
常
し
從
て
價
袼
の
一
部
分
た
る
金 

t

の

ー

小

，相

分

の

み

が

朋

貨

購

入

^
利
.用
し
得
る
も
の
で
あ
つ
て
、
.他
^
は
何
等
充
分
な
«
買
カ
は
存
し
な

い」

‘
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i
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D
e
m
o
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c
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,
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)

ど
云
へ
る
化
對
し
ホ
ブ
ソ
ン
は
以
下
の
如
く
論
ず
る

0「

此
の
解
剖
は
餘

6
極 

q
f

過
ぎ
る
。
若
し
生
虛
费
の
僅
か
數
パ
丨
セ
.ン
ト
の
み
が
财
貨
鱗
入
に
利
州
し
禅
る
も
の
ど
す
れ
ば
全
經
濟
紐
織
は

る
も
の
ど
沄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
消
費
者
の
有
効
®
喪
は
、
.生
産
者
が
其
の
生
產
R
對
し
て
受
取
る
金
额
中 

の
'直
接
に
費
消
3
れ
な
い
^
分
の
み
に
限
定
さ
れ
る
ど
云
ふ
己V

J

は
出
來
な
い
メ
ダ
ダ
ラ
ス
は
其
の
限
定
さ
れ
る
理 

由
ビ
し
て
、賃
鈒
條
給
*
當
の
大
部
分
は
旣
R
以
前
生
產
3
れ
た
财
貨
購
入
^
費
消
3
れ
る
も
の
で
あ
るVJ

云
ふ
が
、
 

斯
の
如
き
こ
を
實
に
ト
レ
I
ド
の
常
道
な
の
で
あ
る
。
貨
物
に
對
す
る
有
効
需
要
は
、
旣
に
賣
却
3
れ
た
貨
物
を
補 

充
ず
る
爲
め
の
貨
物
生
產
R
對
し
て
其
の
生
產
者
に
最
近
支
拂
は
れ
た
賃
飯
#
給
配
當
ょ
6
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
 

若
し
不
*
氣
物
價
下
落
失
業
等
が
其
の
間
に
起
る
の
で
な
け
れ
ば
、
消
費
者
の
有
効
需
要
が
其
の
生
產
費
を
偾
ふ
價 

格
を
以
て
總
て
の
財
貨
を
購
入
す
る
^
足
り
な
いw

い
ふ
や
ぅ
な
^VJ

は
あ
る
譯
け
が
なS

。

次

に

最

終

價

格

^
於 

.け
る
他
の
耍
素
^

—

賃
鈒
侬
給
：

K

當
以
外
のH

場
费
一
般
费
原
料
購
入
费
等
の
如
さ
生
產
费.

も
亦
其
等
の

貨

物

 

或
ひ
は
其
他
の
貨
物
^
對
す
る
有
効
需
要
ど
し
て
利
用
し
得
な
いV

J

ダ
グ
ラ
.ス
は
主
張
す
る
0
然

ら

ば

製

靴

エ

場̂ 

於
て
勞
働
者
^
克
拂
は
れ
る
賃
鈒
ど
、
製
靴
エ
場
^
於
て
磨
損
し
て
ゆ
く
機
槭
を
補
充
す
る
爲
め
製
靴
機
械
を
製
造 

す
るH

場
^
於
て
支
拂
は
る
る
賃
鈒
ビ
の
間
^
、
貨
物
に
對
す
る
有
効
需
要
ヾ
C
し
て
其
の
有
効
性
R
就
い
て
如
何
な 

る
差
異
が
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
生
產
が
個
々
の
眾
獨
的
行
爲
ど
し
て
行
は
れ
ず
し
て
述
續
的
行
爲
S
し
て
適
當
k 

行
は
れ
る
場
合
に
は
、
資
本
財
の
修
■
及
び
補
充
の
爲
め
k
な
れ
る
支
拂
は
.、
假
令
之
を
其
の
生
產
費vj

す
る
財 

貨
R
對
す
る
需
要
ミ
し
て
で
なs

 vj

し
て
も
、
他
の
何
れ
か
の
貨
物
^
對
す
る
有
効
需
耍
ど
し
て
利
用
し
得
る
の
で 

あ
る
。
正
常
的
に
は
生
產
的
努
力
に
對
し
て
生
產
者
に
支
拂
は
れ
る
純
所
得
の
或
る
部
分
は
、
消
费
貨
物
の
購
貝
に 

費
消
S
れ
ず
し
て
新
資
本
財
の
購
買C

即
V
貯
蓄
及
び
投
資)

^
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
乙
の
こ
€
は
：決
し
て 

生
産
さ
れ
た
貨
物
の
或
る
•も

の

が

賣

却

さ

れ

得

な

S

 V」

云
ふ
.乙
.
€を
意
味
す
石
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
乙
の
貯
蔷
が

涕 
ー
ニ
十
邨
卷

(

九W
)

ダ
.グ
ラ
ス
火
對
サ
る
若
干
の
批
判 

5

號

S
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ニ

ヤ

卿
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九
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ダ
グ
ラ
ス
に
對
す
る
若
干
の
批
判

 

笫

ー

双

九

四

正

常

的

な

も
の
で
あ
る
限

.
6
、
其
の
部
分
の
生
產
行
程
を
消
費
財
の
生
產
に
向
は
し
め
ず
し
て
、
貯
審
者
に
よ
つ
て 

鱗
入
せ
ら
れ
所
有
せ
ら
る
る
新
ら
た
な
4
資
本
財
の
生
產
R
向
は
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
產
業
危
機
の
原
因 

は
消
®
不
足
或
a
は
貯
莕
過剩

_
_

總
收
入
の
中
/
ゥ
貯
蓄
S
れ
且
利
用
S
れ
得
る
よ
6
も
以
上
の
额
を
貯
蒂
し
て 

將
來
の
生
産
k
利
用
せ
ん
ビ
す
る
企
圖—

で
あ
る
。
此
の
貯
*
奚
消
ど
の
間
の
不
均
衡
は
所
得
の
分
配
の
不
平 

等
^
甚
く
も
の
で
あ
る」
0
即
ち
ホ
ブ
ソ
ン
の
說
明
ど
ダ
グ
ラ
ス
の
^
れ
ぐ
し
は
大
い
^
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
更
R
ホ 

ブ
ソ
ン
は
云
ふ
。

「

乍
併
ダ
グ
ラ
ス
說
を
飯
行
信
用

V
J

何

等

關

聯

す

る

處

な

く

論

ず

る

：己

V
J

は

當

を

得

て

ゐ

な

い

か
も

知

れ

な

い

。

蓋
し
產
業
危
機
の
主
た
る
原
因
は
、屢
*銀
行
家
が
財
貨
生
產
の
爲
め
R
前
貸
し
た
資
金
を
其
の
財
貨
の
賣
上
金
の
中 

か
ら
囘
收
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
從
て
此
の
金
额
は
財
貨
購
入
^
利
用
し
得
ざ
る
爲
め
消
费
カ
の
大
不
足
.を
生
ず 

る
の
事
實
k
存
す
る
か
の
如
ぐ
見
え
る
こV」

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
鈒
行
が
生
產
的
活
動
(C
資
金
を
供
洽
す
る 

爲
め
R
な
せ
る
前
貸
は
生
產
费
R
は
入
ら
なS

。
唯
製
造
業
者
又
は
商
人
が
其
の
前
貸
^
對
し
て
鈒
行
に
支
拂
ふ
代 

價C

即
ち
利
子)

の
み
が
生
產
费
を
組
成
す
る
。
若
し
別
個
の
取
引
、
W
獨
な
る
鈒
行
信
用
の
前
贷
が
連
續
的
行
程
よ 

々
人
爲
的
に
分
»

3
れ
る
場
合
^
は
、
製
造
業
者
は
.此
の
貸
付
金
を
共
の
.生

產

し

た

財
貨
の
賣
上
金
の
中
よ
り
返
濟 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
此
の
貸
付
金
が
生
產
费
の
一
部
分
を
な
す
が
如
く
見
え
る
こV」

が
あ
る
こv

は
之
を 

認
め
る
。
乍
併
實
際
^
は
斯
の
如
く
行
は
れ
る
も
の
で
な
い
。
或
る
種
の
生
產
を
營
む
製
造
業
衷
は
彼
が
共
の
製
品 

k
對
し
て
得
た
金
額
中
よ
り
鈒
行
家
^
前
貨
を
返
濟
す
る
乙
<1
を
耍
求
3
れ
て
ゐ
な
い
し
"
亦
實
際
に
於
て
も
3
ぅ 

—

 

し
て
ゐ
な
い
。彼
は
其
の
利
子
を
支
柳
ふ
の
み
で
あ
6
、銀
行
家
は
.一
定
額
を
_
辍
的
に
前
1
し
て
を
い
て
炖
に
對
し
ー

I 

_

____

___

m
s

定
撕
阶
^
利
子
の
支
»-
を
受
け
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
利
子
の
中
か
ら
銀
行
家
は
賃
銀
俸
給
配
當
を
支
拂
ふ
。
銀
行 

業
^
於
て
分
配
3
れ
る
所
得
は
、
エ
場
倉
庫
又
は
商
店
等
^
於
て
生
產
费
^
し
て
計
上
3
れ
る
所
得
>

」

全
く
同
等
な 

も
の
で
あ
つ
て
、
又
生
產
3
れ
る
財
貨
を
*
入
す
る
購
買
カ
ど
し
て
全
く
同
樣
に
利
州
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
鈒
行 

貸
付
金
•か
生
產
费
の
一
部
を
成
す
の
は
異
常
時
^
於
て
の
み
生
じ
得
る
處
.で
あ
る」

气
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コ
ー

，
や

工

ス

•
デi

ホ
ブ
ソ
ン
のギ
，
ド
社
#
主
義
ど
異
ぅ

、
ダ
グ
ラ
ス
案
は
現
存
政
治
的
社
會
的
構
成
を
殆 

V」

變
革
せ
し
め
な
い
や
ぅ
^
考
案
3
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
特
徴
は
該
案
の
長
所
も
見
ら
れ
亦
短
所VJ

も
云 

へ
ょ
ぅ
？
ダ
グ
ラ
ス
の
指
摘
す
る
處
R
據
れ
ば
、
該
案
に
於
て
普
通
の
語
義
で「

苯
命
的」

ど
も
稱
す
べ
き
»
は
、
金 

融
力
の
均
衡
を
私
人
の
手
中
か
らv

j

つ
て
、消
費
者
の
爲
め
R
働
く
國
家
R
轉
置
す
る
乙
ビ
の
み
で
あ
る
。
即
ち
該
案 

は
暴
カ
又
は
獨
裁
等
を
行
は
ず
に
革
命
を
成
就
せ
し
む
る
可
能
性
を
有
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
云
ふ
の
で
あ
る 

が

、
之
化
對
し
て
ギ
ル
ド
主
義
者
は
、
動
亂
無
さ
革
命
を
企
圖
す
る
こ
^
は
一
個
の
空
想
^
過
ぎ
な
い
<£
て
一
笑
に 

附
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
コ
ー
ル
は
現
在
產
業
內
の
資
本
を
所
有
す
る
人
々
が
、
或
る
额
の
配
當
を
受
く
る
權
利 

を
永
久
^
認
む
る
タ
グ
ラ
ス
の
提
案
^
强
く
反
對
す
る
。
コ
ー
ル
に
從
べ
ば
該
案
の
下
^
あ
つ
て
は
、
物
偾
の
低
下 

す
る
ビ
共
に
他
|
£該
資
本
//
有
者
の
購
貝
カ
は
增
*

3
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
產
業
內
R
存
す
る
資
本
が
償
却 

3
れ
る
こV」

即
ち
絕
滅
す
る
こ
ど
が
出
來
な
く
な
る
。
ダ
グ
ラ
ス
案
は
所
有
者
階
級
を
し
て
勞
働
者
の
生
産
力
の
上 

k
抵
當
權
^
-i
r
ll
i
c定
せ
し
.め
る
も
の
で
あ
る
r
し
て
此
■の
¥^
在
の
資
本
^

^
者
?:
利
す
る
權
利
の
承
認
は
、社
會
主
義 

者
の
道
德
的
某
礎
を
破
壊
す
る
も
の
k
外
な
ら
な
い
。
從
て
該
案
は
實
行
不
可
能
で
あ
6
經
濟
上
不
健
全
で
あ
6
道

笫

ニ

十

四
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九
六

彼
上
望
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
若
し
金
融
制
度
5:
健
全
な
ら
し
む
6.
^
け
な
ら
ば
、
該
案
^
優
る
拢
徑
は
他
^

S

 
く
ら
も
#
す
る
で
あ
ら
うvj

極
言
す
る
の
.で
.あ
る
。
.
K
k
l
K
ぶ
、「

ダ
：■ダ
ラ
ス
は
ギ
ル
ド
主
義
者
で
は
な
い
0
彼
は 

軍
^
分
配
論
者
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
信
用
の
授
與
は
消
费
者
の
權
限
内
に
あ
6
產
業
岛
治
的
段
主
制
の
生
產 

者
の
權
限
內
R
は
存
し
なs

ビ
信
じ
て
，

a

る
者
で
あ
る
。
故
に
ダ
グ
ラ
ス
の
主
張
す
る
經
濟
段
主
制
は
、
ギv

ド
社 

會
主
義
者
.の
產
業
民
主
制
'̂

は
正
反
對
を
な
す
も
の
で
あ
る
。J 

p

p

f
 

o
?

cit.

で
..42

9
.; 

Carpenter, 

o
p
. 

cit.

p
.

M
200
0

」

ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
制
度
が
、
資
本
に
對
す
る
配
當
支
拂
の
繼
續
^
擗
張
ど
2:
其
の
特
徵
の
一vj

す
る
以
上
、
ギ\

ド
«|
:
會
主
義
運
動
例
べ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ぐ

、ギ

ル

ド

，
リ

ー

グ

R

採
用
せ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
こvj

は
明
白
で
あ
る
。勿
論 

リ
ー
グ
委
員
會
は
該
案
.の
他
の
諸
特
徵
の
多
く
を
推
賞
し
た
。
ダ
グ
ラ
ス
案
が
、
近
來
萎
縮
し
た
.ど
云
は
れ
て
ゐ
た
ギ 

ル
ド
主
義
者
の
精
神
の
恢
復
に
大
s

k
寄
典
す
る
處
が
あ
う
、
又
彼
等
を
刺
激
し
て
信
用
の
メ
ヵ
一
一
、ズ
ム
硏
究
R
注

.

意
を
向
け
し
め
た
乙
ビ
は
疑
a
なS

事
實
で
あ
ら
う
。
而
し
て
又
之vj

同
じ
く
ダ
グ
ー
フ
ス
案
は
英
國
勞
働
黨
を
動
か 

し
た
の
で
あ
つ
た
。
同
黨
委
員
會
の
報
*
は一

九
ニ
ニ
年L

a
b
o
u
r
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d

 

S
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d
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l
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r
e
d
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 ; 

Report 
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C
o
mmittee 
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the 

D
o
u
g
l
a
s
s

 N
e
w

 

A
g
e

ごCredit 

s
c
h
e
m
e
.

ど
題
し
て
.公
け
^

^
れ
た
。
乍
併
亦
こ
れ
^
よ
つ
て
も
ダ 

ダ
ラ
ス
案
は
勞
働
黨
の
採
用
す
る
處VJ

は
な
ら
な
か
つ
た
が
、
該
案
が
經
濟
組
織
に
於
け
る
信
甩
及
び
鈒
行
の
1]
1
要 

な
る
己
ど
^
彼
等
の
注
意
を
向
け
し
め
.た
»
に
於
て
有
益
な
影
響
を
與
へ
た
こ
ど
は
、
同
報
告
の
語
る
處
で
あ
る
。

(

谷
ロ
吉
彥
氏「

英
國
勞
働
黨」

の
鈒
行
國
有
論」

經
濟
論
叢
第
二
十
四
卷
第
ー
ー
號)

.
H

ス
'
f

1ノ
ホ
ブ
ソ
ン
^
據
れ
ぱ
產
業
の
領
域
內
に
於
て
词
時
^
經
濟
問
題
を
解
決
す
る
爲
め
化
は
、
建
設
的
な 

：

行
動
-
-
之
が
親
氣
あ
る
ネ
の
な
ら
ば

-

-
を
以
て
足
る

。(Reckitt 

&

 

Bechhofer, 

op, 

c
r
d
. 2

7
0
0

勿
論
之

^

み
を
以
て
奏
穸
す
る
ビ
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
乍
併
以
上
諸
方
而
よ
6
觀
擦
し
來
つ
た
ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
制
度
改 

革
案
は
粗
雜
な
點
も
多
い
も
の
で
あ
る
•か
、
同
時
^
觀
氣
^
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
^
も
看
収
出
來
よ
う
。
即
ち
セ 

の
點
k
於
て
ダ
グ
ラ
ス
の
提
唱
は
最
も
功
績
を
有
す
る
‘

ふ
I

が
出
來
る
の
で
あ
る
。
現
代
產
業
社
象
の
映
陷 

V」

做
3
れ
る
？̂
の
は
其
の
數
多
く
、
是
等
?:
救
治
す
る
は
決
し
て
一
日
^
し
て
成
る
も
の
で
な
い
。
殊
k
ダ
グ
ラ
ス 

の
菌
す
る
經
濟
民
主
制
實
現
の
道
程
は
迁
餘
曲
折
に
富
む
を
れ
で
あ
る
。
彼
の
看
す
る
改
革
案
は
長
所
も
あ
る

斷
言
出
來
なS

の
で
あ
る
。
素
：1

國
^
於
け
る
主
義
や
蓮
動
は
、其
の
國
の
當
時
妃
於
け
る
狀
況
を
無
視
し
て
は
之 

を
デ
令
丨
ぉ
加
す
る
こ
ど
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
從
て
ダ
グ
ラ
ス
の
改
革
案
の
是
非
を
判
ず
る
に
當
つ
て
も
彼
の 

主
張
の
爲
3
れ
た
歐
洲
大
戰
後
^
於
け
る
英
國
國
情
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で

あ

る

。

• 
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ダ
グ
ラ
ス
が
今
秋
萵
國
エ
業
會
議
に
斑
し
た
論
文
なT

h
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 Application 
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Engineering 

oFinance、

は
、
t
7>
發
1
4、
«1
I 

合
に
よ
？

K

 a

ク
ラ
*

5

記
載Q

時
間
よ
り
繰a

上
げ
ら
れ
た
s

,
筆
者
は
聽
く
を
？

か
つ
た
。
該
會
S

論
文
拔
窆
よ
れ
ば
右
論
文 

中
S

、
S

Q
產
8

織
が
賞
力
を
•審

县

f

る

を

得

な

い

す

る

馨

f
 

で
t

念

®
如
4

营
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(Abstracts 
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最
近
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グ
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姿

 

I

"

る
，
上
に
於
て
、
I
理
由
に
よ
リ
妓
に
引
'用
す
る
I

を
得
.な
い
の
，I

憾
I

I
、
不
日
I

議
論
產
中
に
收
錄
せ
I

I
定
で
あ 

I

气
筆
者
は
他
U

機
f

得
て
之
を
述
べ
た
い
1

ふ
。
又
ダ
グ
ラ
ス
に

對
す
る

批
判
の
批
判
も
後
に
譲
る
。
敍
に
は
た
V
筆
者
は
、

ダ 

グ
ヲ

S

の
.批
判
は
其
の
筆
を
彼
の
マ
ル
ク

シ
ズ
ム
排

等
に起
さ
.ね
ば
：
な
I

I
ふ
|

で
あ
$

^
^

 ̂

ス
•ブ

レ

•
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丨
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•
グ
.レ
1
、
ロ
バ
.
1
.ト
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I

エ.
ゾ
、
ロ 

|
ト
ベ
ル
ト
ス
等
の
_
働
貨
幣
論
ミ
の
比

^

檢
討
4>
要
す
る

W

做
す

港
であ
る
こ

i

一
 

首 

す
§-
に
|1
;
め
.る
0 

•

終
.リ
に
筆
者
は
：御
多
忙
»|
»
に
も
枸
.ら

す

親

し

く

本

掐

即

請

の

勞

を

趴

ん

れ

た

余

原

^

た

助

敎

授

に

趣

き

感
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%

ン
ト
の
I

ら
る
"

t

は
極
め
て
多
ぃ
。
併
し
乍
ら
、
S

I

!

研
I

象
は
、
殆
r 

全
く
1
'1

. #
學」

亂
^
者
^
し
て
の
.
ゴ

ン

ト

で

あ

へ

實

證

哲

學

漭

 

< し
て
の
彼
れ
で
あ
る
。
其
の
明
®
は
恐
ら
く
、
 

f
i n【

の
、
全

著

丨

作

が

一

一

太

卷

の

多

S

及
び
、
且
つ
其
の
中
S

だ
浩
f

る「

實
證
哲
壽
義
じ
並
ド「

實
證
政
治 

導
體
°^」

を
*
ふ
る
^
拘
ら
ず
、彼
れ
の
最
大
關
心
事
が
專
ら「

社
會
學」

及
び
實
證
哲
學
^

局
限
せ
ら
る
、
か
ら
で
あ 

秦
ょ
ジ
乙
の
黑
に
方
け
る
彼
れ
の
貢
献
ど
其
の
影
響V

J

の
極
め
て
大
な
る
こVJ

は
異
論
な
へu 

ろ
で
あ 

る
0
1然
か
も
、
コ
ン
ト
は
實
證
哲
學
を
基
礎
ど
す
る「

社
會
學」

を
說
く
(1
同
時
に
、
經
濟
學
に
關
す
る
許
多
の
車
废 

な
る
批
判
ビ
I

ど
を
企
圖
し
て
f

。
而
し
てM

の「

社
食
學」

の
一
部
£

て
說
く
經
濟
卵：

論
が
、
其
の
後
の
® 

濟

學
,

芻
逸
歷
皮
學
派
k
大
な
る
影
響
？:
及
ぼ
し
た
乙
ど
は
拒
む
.こVJ

が
出
來
なS

。

妓
k

§
5

介
せi

v
j

す 

る
モ
ォ
デ
ュ
ィ
の「

コ
ン
ト
ど
經
濟
學」

は
、
經
濟
學
者VJ

し
て
の
コ
.ン
ト
を
論
じ
た
最
初
の
著
作
で
あ
.る
0
筆
者
ょ
、
 

他
H
稿
を
改
め
、
佛
蘭
西
經
濟
學
k
於
け
る
社
會
學
派
研
究
の
一
節
^

コ
ン
ト
を
論
じ
度
い
ど
希
つ
て
居
^ /
ハ
卞
裔 

k

K
て

は

^
ら
く
前
掏
書
の
節
單
な
る
紹
介
^
ど
で
め
る
所
以
で
あ
る
。

-
近
代
著
作
家
の
著
書
の
中
^

於
て
國
富
並
k
乙

れ
it
關
：係
あ
る
諸
書
を
雛
く
. 

VJ

さ
、經
濟
學
ビ
稱
せ
ら
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